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JAなんと 検 索

　青壮年部のサツマイモ苗植え体験に参加された親子
が「苗を植えないとサツマイモが収穫できないから、大
事な作業なんだよ」と話しておられたのが印象に残って
います。　　　　　　　　　　　　　　　　　  （山崎）
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皆様とともに 連絡先
当
Ｊ
Ａ
の
広
報
誌
は
県
内
外
の
他
の
Ｊ
Ａ
、行
政
機
関
と
の
間
で
交
換
を
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
公
開
し
て
い
ま
す
。
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22019年 7月号3 2019年 7月号

役
員
紹
介

　就
任
の
ご
挨
拶

　
５
月
25
日
開
催
の
総
代
会
終
了
後
、
組
織
役
員
会

に
お
い
て
代
表
理
事
組
合
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
組

合
長
と
い
う
責
任
の
重
大
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い

で
あ
り
ま
す
。

　
農
業
を
巡
る
環
境
は
、
米
国
を
除
く
「
T
P
P
11
」

の
発
効
、
日
Ｅ
Ｕ
・Ｅ
Ｐ
Ａ
の
発
効
等
に
よ
り
本
年
は
わ

が
国
農
業
の
本
格
的
な
国
際
化
が
始
ま
る
と
と
も
に
、
中
長
期
の
農
政
の
基
本
と
な
る
食
料
・

農
業
・
農
村
基
本
計
画
の
見
直
し
に
向
け
た
検
討
が
行
な
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
残
る
米
国
と
の

Ｔ
Ａ
Ｇ（
実
質
Ｆ
Ｔ
Ａ
）
交
渉
に
お
い
て
は
、
厳
し
い
交
渉
と
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
変
化
の
中
、
地
域
農
業
を
支
え
る
た
め
、
農
協
と
し
て
の
役
割
を
発
揮
す
る
よ

う
務
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
色
々
な
課
題
が
山
積
し
て
お
り
ま
す
が
、
〜
組
合
員
と
と
も
に
農
業
・
地
域
の
未
来
を

拓
く
〜
「
創
造
的
自
己
改
革
の
実
践
」
の
テ
ー
マ
に
向
け
て
、「
農
業
者
の
所
得
増
大
」「
農

業
生
産
の
拡
大
」「
地
域
の
活
性
化
」
の
３
つ
の
基
本
目
標
を
継
続
性
を
持
っ
て
実
践
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
組
合
員
各
位
の
こ
れ
ま
で
以
上
の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
を
申
し
上

げ
ま
し
て
、
就
任
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　
通
常
総
代
会
終
了
後
、
組
織
役
員
会
に
お
い
て
、

代
表
幹
事
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
27
年
の
農
協
法
改
正
に
伴
い
、
監
事
監
査
規

定
の
改
定
、
会
計
監
査
人
監
査
へ
の
移
行
な
ど
、Ｊ
Ａ

の
監
査
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
わ
り
、
内
部

統
制
を
整
備
・
構
築
す
る
こ
と
の
重
要
性
が
ま
す
ま

す
高
ま
って
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
認
識
の
下
、
法
令
等
の
遵
守
、
業
務
の
有
効
性
・
効
率
性
、
健
全
性
の
高
い

経
営
の
確
保
等
に
向
け
、
理
事
、
会
計
監
査
人
、
内
部
監
査
部
署
等
と
連
携
を
密
に
、
監

事一同
協
力
し
、厳
し
く
も
温
か
い
目
線
を
も
って
監
査
を
実
施
し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
組
合
員
の
皆
様
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
切
に
お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任
の
ご
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。

　
５
月
25
日
の
第
18
回
通
常
総
代
会
で
、役
員
全
員
任
期
満
了
に
つ
き
、改
選

の
件
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
の
で
全
役
員
の
紹
介
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

上田憲仁
代表理事組合長

（北野地区）
辻　精二
（全地区）

代表・常勤監事

北村 英男
常務理事

（井口地区）
永井 克一
常務理事

（全地区）
岩井 清美

理事

（北野地区）
山土 修一

理事

（大鋸屋地区）
中川 愼一

理事

（蓑谷地区）

中澤 英輔
理事

（南山田地区）
竹中 秀夫
理事

（城信地区）
窪田 重好
理事

（上平地区）
山本 　敏

理事

（平地区）
松林 富子

理事

（南山田地区）

柳田 由紀
（井口地区）

平田 敏一
理事 理事

（南山田地区）
松平 健一
監事

（南山田・城信地区）
中山 誠信
監事

（大鋸屋・北野・蓑谷地区）
中島 修一
監事

（井口・平・上平地区）

「
創
造
的
自
己
改
革
の
実
践
」

全
12
号
議
案
が
原
案
ど
お
り
可
決
・
承
認

◆
第
18
回
通
常
総
代
会 

開
催

代表理事組合長
上　田　憲　仁

議長　経田武志 総代

　
購
買
事
業
で
は
、
生
産
資
材
の
価
格
引
下
げ
や
省

力
化
・
低
コ
ス
ト
生
産
技
術
の
確
立
と
普
及
に
よ
り

生
産
コ
ス
ト
の
削
減
を
提
案
実
践
し
、「
持
続
可
能
な

経
営
基
盤
の
確
立
・
強
化
」
に
つ
な
が
る
よ
う
ア
シ
ス

ト
し
ま
す
。
生
活
購
買
で
は
、
組
合
員
・
地
域
住
民

の
暮
ら
し
を
守
る
た
め
、
生
活
用
品
全
般
に
わ
た
り

皆
様
の
ご
要
望
に
応
え
ま
す
。

　
販
売
事
業
で
は
、
共
同
施
設
利
用
に
よ
る
品
質
向

上
と
安
定
供
給
体
制
の
強
化
を
図
り
ま
す
。消
費
者
・

実
儒
者
か
ら
望
ま
れ
る
水
稲
の
栽
培
に
取
り
組
み
、

販
売
強
化
に
傾
注
し
ま
す
。

特
産
物
振
興
事
業
で
は
、
地
域
農
業
の
活
性
化
に
つ

な
が
る
よ
う
努
め
ま
す
。

　
第
10
号
議
案
に
お
い
て
、
役
員
の
任
期
満
了
に
伴
い

役
員
全
員
の
改
選
に
つ
い
て
上
程
さ
れ
、
信
任
投
票
が

行
わ
れ
、
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
総
代
会
終
了
後
の
組
織
役
員
会
に
お
い
て

確
立
し
た
新
執
行
体
制
で
今
後
の
農
協
経
営
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

（
新
執
行
体
制
は
次
ペ
ー
ジ
で
ご
紹
介
し
ま
す
）

　
Ｊ
Ａ
な
ん
と
の
第
18
回
通
常
総
代
会
が
５
月
25
日

（
土
）
午
後
２
時
よ
り
、
南
砺
農
業
会
館
３
階
多
目

的
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
総
代
会
開
催
日
現
在
の
総
代
数
４
９
９
人
の
う
ち
、

３
９
９
人（
内
、書
面
議
決
２
０
５
人
）の
出
席
の
も
と
、

全
12
議
案
が
慎
重
・
審
議
さ
れ
、
原
案
通
り
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

　
当
Ｊ
Ａ
で
は
、
第
７
次
中
期
３
ヶ
年
経
営
計
画
の

最
初
の
年
と
し
て
、
組
合
員
と
と
も
に
農
業
・
地
域

の
未
来
を
拓
く
「
創
造
的
自
己
改
革
の
実
践
」
を
掲

げ
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
30
年
産
米
は
、
猛
暑
と
台
風
に
よ
る
強
風
と
降
雨
、

刈
取
り
時
期
の
多
雨
に
よ
り
登
熟
が
進
ま
ず
、
2
年

連
続
の
減
収
と
な
り
、
上
位
等
級
比
率
は
95
．４
％
で

昨
年
よ
り
低
下
し
ま
し
た
。
よ
り
１
０
０
％
に
近
い
品

質
を
目
指
し
ま
す
。

　
平
成
30
年
度
事
業
は
、
組
合
員
の
皆
様
の
ご
理
解

と
ご
協
力
に
よ
り
、
決
算
は
経
常
利
益
１
億
23
万
円
、

当
期
剰
余
金
６
，４
１
４
万
円
、
当
期
未
処
分
剰
余

金
９
，０
４
１
万
円
を
計
上
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
主
な
事
業
活
動
の
成
果
は
、
年
度
末
貯
金
残
高
６

２
９
億
８
，８
６
８
万
円
、
貸
出
金
残
高
41
億
７
，４

９
２
万
円
、
長
期
共
済
保
有
契
約
高
１
，４
０
６
億
５
，

３
７
０
万
円
な
ど
の
実
績
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

経
営
及
び
事
業
環
境
の
見
通
し

　
経
済
事
業
の
弱
体
化
・
信
用
・
共
済
事
業
の
収

益
の
低
下
に
よ
り
、Ｊ
Ａ
全
体
の
収
益
動
向
は
今
後

厳
し
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

収
支
の
見
通
し

　
当
面
の
収
支
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
た
結
果
、
現

状
の
ま
ま
で
は
２
０
２
１
年
度
に
は
経
常
利
益
が
赤

字
に
転
化
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

持
続
可
能
な
Ｊ
Ａ
経
営
基
盤
の
確
立
・
強
化
に
向

け
た
具
体
的
な
取
組
み

①
営
農
経
済
事
業

　
米
の
作
付
け
と
品
質
の
向
上
・
安
定
生
産
に
向

け
た
技
術
対
応
を
実
践
し
ま
す
。
大
型
規
格
・
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
資
材
の
取
組
み
や
予
約
取
引
・
大
口
直
送

方
式
に
よ
る
供
給
単
価
の
削
減
、
土
壌
診
断
に
よ
る

無
駄
の
な
い
施
肥
設
計
に
よ
る
コ
ス
ト
削
減
を
目
指

し
ま
す
。

②
信
用
事
業

　
農
業
者
へ
の
定
期
的
な
訪
問
に
よ
る
情
報
提
供
や

資
金
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
よ
る
農
業
融
資
の
伸
長
を
目

指
し
ま
す
。

③
共
済
事
業

　
組
合
員
・
利
用
者
の
万
が
一に
お
役
に
立
て
る
よ

う
、
地
域
に
密
着
し
た
訪
問
活
動
を
実
践
し
ま
す
。

信
用
事
業
運
営
体
制
の
選
択

　
各
事
業
の
効
率
化
や
組
織
再
編
を
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

①
代
理
店
化
に
伴
う
収
支
への
影
響

　
代
理
店
化
し
た
場
合
の
収
支
を
試
算
す
る
と
、

信
用
事
業
収
支
が
６
８
百
万
円
減
収
す
る
見
込
み
。

②
影
響

　
貸
出
の
取
扱
い
が
一
部
制
限
さ
れ
、
組
合
員
や
利

用
者
の
対
応
劣
化
の
可
能
性
。

　
以
上
の
理
由
に
よ
り
当
Ｊ
Ａ
は
今
後
も
総
合
事
業

経
営
を
継
続
し
、
農
業
・
地
域
へ
の
貢
献
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
と
し
ま
す
。

協
同
の
成
果
（
第
18
年
度
事
業
報
告
）

協
同
の
目
標
（
第
19
年
度
事
業
計
画
）

信
用
事
業
運
営
体
制
の
あ
り
方
検
討
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　取
り
ま
と
め
結
果

退
任
役
員

任
期
中
は
ご
支
援
い
た
だ
き
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

常
務
理
事
　
岡
村
　
俊
一
（
全
地
区
）

理
　
事
　
髙
田
良
太
郎
（
大
鋸
屋
地
区
）

　
　
　
　
長
田
　
　
貢
（
井
口
地
区
）

　
　
　
　
田
中
　
勇
孝
（
蓑
谷
地
区
）

　
　
　
　
澤
田
　
清
司
（
平
地
区
）

　
　
　
　
若
林
　
嘉
隆
（
城
信
地
区
）

　
　
　
　
中
西
　
伸
一
（
全
地
区
）

　
　
　
　
髙
塚
　
律
子
（
全
地
区
）

　
　
　
　
山
畔
　
勝
博
（
南
山
田
地
区
）

　
　
　
　
勇
﨑
　
　
晃
（
南
山
田
地
区
）

監
　
事
　
税
光
　
詩
子
（
全
地
区
）

信任投票の様子



22019年 7月号3 2019年 7月号

役
員
紹
介

　就
任
の
ご
挨
拶

　
５
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環
境
は
、
米
国
を
除
く
「
T
P
P
11
」

の
発
効
、
日
Ｅ
Ｕ
・Ｅ
Ｐ
Ａ
の
発
効
等
に
よ
り
本
年
は
わ

が
国
農
業
の
本
格
的
な
国
際
化
が
始
ま
る
と
と
も
に
、
中
長
期
の
農
政
の
基
本
と
な
る
食
料
・

農
業
・
農
村
基
本
計
画
の
見
直
し
に
向
け
た
検
討
が
行
な
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
残
る
米
国
と
の

Ｔ
Ａ
Ｇ（
実
質
Ｆ
Ｔ
Ａ
）
交
渉
に
お
い
て
は
、
厳
し
い
交
渉
と
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
変
化
の
中
、
地
域
農
業
を
支
え
る
た
め
、
農
協
と
し
て
の
役
割
を
発
揮
す
る
よ

う
務
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
色
々
な
課
題
が
山
積
し
て
お
り
ま
す
が
、
〜
組
合
員
と
と
も
に
農
業
・
地
域
の
未
来
を

拓
く
〜
「
創
造
的
自
己
改
革
の
実
践
」
の
テ
ー
マ
に
向
け
て
、「
農
業
者
の
所
得
増
大
」「
農

業
生
産
の
拡
大
」「
地
域
の
活
性
化
」
の
３
つ
の
基
本
目
標
を
継
続
性
を
持
っ
て
実
践
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
組
合
員
各
位
の
こ
れ
ま
で
以
上
の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
を
申
し
上

げ
ま
し
て
、
就
任
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　
通
常
総
代
会
終
了
後
、
組
織
役
員
会
に
お
い
て
、

代
表
幹
事
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
27
年
の
農
協
法
改
正
に
伴
い
、
監
事
監
査
規

定
の
改
定
、
会
計
監
査
人
監
査
へ
の
移
行
な
ど
、Ｊ
Ａ

の
監
査
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
わ
り
、
内
部

統
制
を
整
備
・
構
築
す
る
こ
と
の
重
要
性
が
ま
す
ま

す
高
ま
って
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
認
識
の
下
、
法
令
等
の
遵
守
、
業
務
の
有
効
性
・
効
率
性
、
健
全
性
の
高
い

経
営
の
確
保
等
に
向
け
、
理
事
、
会
計
監
査
人
、
内
部
監
査
部
署
等
と
連
携
を
密
に
、
監

事一同
協
力
し
、厳
し
く
も
温
か
い
目
線
を
も
って
監
査
を
実
施
し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
組
合
員
の
皆
様
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
切
に
お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任
の
ご
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。

　
５
月
25
日
の
第
18
回
通
常
総
代
会
で
、役
員
全
員
任
期
満
了
に
つ
き
、改
選

の
件
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
の
で
全
役
員
の
紹
介
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

上田憲仁
代表理事組合長

（北野地区）
辻　精二
（全地区）

代表・常勤監事

北村 英男
常務理事

（井口地区）
永井 克一
常務理事

（全地区）
岩井 清美

理事

（北野地区）
山土 修一

理事

（大鋸屋地区）
中川 愼一

理事

（蓑谷地区）

中澤 英輔
理事

（南山田地区）
竹中 秀夫
理事

（城信地区）
窪田 重好
理事

（上平地区）
山本 　敏

理事

（平地区）
松林 富子

理事

（南山田地区）

柳田 由紀
（井口地区）

平田 敏一
理事 理事

（南山田地区）
松平 健一
監事

（南山田・城信地区）
中山 誠信
監事

（大鋸屋・北野・蓑谷地区）
中島 修一
監事

（井口・平・上平地区）

「
創
造
的
自
己
改
革
の
実
践
」

全
12
号
議
案
が
原
案
ど
お
り
可
決
・
承
認

◆
第
18
回
通
常
総
代
会 

開
催

代表理事組合長
上　田　憲　仁

議長　経田武志 総代

　
購
買
事
業
で
は
、
生
産
資
材
の
価
格
引
下
げ
や
省

力
化
・
低
コ
ス
ト
生
産
技
術
の
確
立
と
普
及
に
よ
り

生
産
コ
ス
ト
の
削
減
を
提
案
実
践
し
、「
持
続
可
能
な

経
営
基
盤
の
確
立
・
強
化
」
に
つ
な
が
る
よ
う
ア
シ
ス

ト
し
ま
す
。
生
活
購
買
で
は
、
組
合
員
・
地
域
住
民

の
暮
ら
し
を
守
る
た
め
、
生
活
用
品
全
般
に
わ
た
り

皆
様
の
ご
要
望
に
応
え
ま
す
。

　
販
売
事
業
で
は
、
共
同
施
設
利
用
に
よ
る
品
質
向

上
と
安
定
供
給
体
制
の
強
化
を
図
り
ま
す
。消
費
者
・

実
儒
者
か
ら
望
ま
れ
る
水
稲
の
栽
培
に
取
り
組
み
、

販
売
強
化
に
傾
注
し
ま
す
。

特
産
物
振
興
事
業
で
は
、
地
域
農
業
の
活
性
化
に
つ

な
が
る
よ
う
努
め
ま
す
。

　
第
10
号
議
案
に
お
い
て
、
役
員
の
任
期
満
了
に
伴
い

役
員
全
員
の
改
選
に
つ
い
て
上
程
さ
れ
、
信
任
投
票
が

行
わ
れ
、
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
総
代
会
終
了
後
の
組
織
役
員
会
に
お
い
て

確
立
し
た
新
執
行
体
制
で
今
後
の
農
協
経
営
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

（
新
執
行
体
制
は
次
ペ
ー
ジ
で
ご
紹
介
し
ま
す
）

　
Ｊ
Ａ
な
ん
と
の
第
18
回
通
常
総
代
会
が
５
月
25
日

（
土
）
午
後
２
時
よ
り
、
南
砺
農
業
会
館
３
階
多
目

的
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
総
代
会
開
催
日
現
在
の
総
代
数
４
９
９
人
の
う
ち
、

３
９
９
人（
内
、書
面
議
決
２
０
５
人
）の
出
席
の
も
と
、

全
12
議
案
が
慎
重
・
審
議
さ
れ
、
原
案
通
り
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

　
当
Ｊ
Ａ
で
は
、
第
７
次
中
期
３
ヶ
年
経
営
計
画
の

最
初
の
年
と
し
て
、
組
合
員
と
と
も
に
農
業
・
地
域

の
未
来
を
拓
く
「
創
造
的
自
己
改
革
の
実
践
」
を
掲

げ
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
30
年
産
米
は
、
猛
暑
と
台
風
に
よ
る
強
風
と
降
雨
、

刈
取
り
時
期
の
多
雨
に
よ
り
登
熟
が
進
ま
ず
、
2
年

連
続
の
減
収
と
な
り
、
上
位
等
級
比
率
は
95
．４
％
で

昨
年
よ
り
低
下
し
ま
し
た
。
よ
り
１
０
０
％
に
近
い
品

質
を
目
指
し
ま
す
。

　
平
成
30
年
度
事
業
は
、
組
合
員
の
皆
様
の
ご
理
解

と
ご
協
力
に
よ
り
、
決
算
は
経
常
利
益
１
億
23
万
円
、

当
期
剰
余
金
６
，４
１
４
万
円
、
当
期
未
処
分
剰
余

金
９
，０
４
１
万
円
を
計
上
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
主
な
事
業
活
動
の
成
果
は
、
年
度
末
貯
金
残
高
６

２
９
億
８
，８
６
８
万
円
、
貸
出
金
残
高
41
億
７
，４

９
２
万
円
、
長
期
共
済
保
有
契
約
高
１
，４
０
６
億
５
，

３
７
０
万
円
な
ど
の
実
績
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

経
営
及
び
事
業
環
境
の
見
通
し

　
経
済
事
業
の
弱
体
化
・
信
用
・
共
済
事
業
の
収

益
の
低
下
に
よ
り
、Ｊ
Ａ
全
体
の
収
益
動
向
は
今
後

厳
し
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

収
支
の
見
通
し

　
当
面
の
収
支
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
た
結
果
、
現

状
の
ま
ま
で
は
２
０
２
１
年
度
に
は
経
常
利
益
が
赤

字
に
転
化
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

持
続
可
能
な
Ｊ
Ａ
経
営
基
盤
の
確
立
・
強
化
に
向

け
た
具
体
的
な
取
組
み

①
営
農
経
済
事
業

　
米
の
作
付
け
と
品
質
の
向
上
・
安
定
生
産
に
向

け
た
技
術
対
応
を
実
践
し
ま
す
。
大
型
規
格
・
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
資
材
の
取
組
み
や
予
約
取
引
・
大
口
直
送

方
式
に
よ
る
供
給
単
価
の
削
減
、
土
壌
診
断
に
よ
る

無
駄
の
な
い
施
肥
設
計
に
よ
る
コ
ス
ト
削
減
を
目
指

し
ま
す
。

②
信
用
事
業

　
農
業
者
へ
の
定
期
的
な
訪
問
に
よ
る
情
報
提
供
や

資
金
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
よ
る
農
業
融
資
の
伸
長
を
目

指
し
ま
す
。

③
共
済
事
業

　
組
合
員
・
利
用
者
の
万
が
一に
お
役
に
立
て
る
よ

う
、
地
域
に
密
着
し
た
訪
問
活
動
を
実
践
し
ま
す
。

信
用
事
業
運
営
体
制
の
選
択

　
各
事
業
の
効
率
化
や
組
織
再
編
を
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

①
代
理
店
化
に
伴
う
収
支
への
影
響

　
代
理
店
化
し
た
場
合
の
収
支
を
試
算
す
る
と
、

信
用
事
業
収
支
が
６
８
百
万
円
減
収
す
る
見
込
み
。

②
影
響

　
貸
出
の
取
扱
い
が
一
部
制
限
さ
れ
、
組
合
員
や
利

用
者
の
対
応
劣
化
の
可
能
性
。

　
以
上
の
理
由
に
よ
り
当
Ｊ
Ａ
は
今
後
も
総
合
事
業

経
営
を
継
続
し
、
農
業
・
地
域
へ
の
貢
献
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
と
し
ま
す
。

協
同
の
成
果
（
第
18
年
度
事
業
報
告
）

協
同
の
目
標
（
第
19
年
度
事
業
計
画
）

信
用
事
業
運
営
体
制
の
あ
り
方
検
討
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　取
り
ま
と
め
結
果

退
任
役
員

任
期
中
は
ご
支
援
い
た
だ
き
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

常
務
理
事
　
岡
村
　
俊
一
（
全
地
区
）

理
　
事
　
髙
田
良
太
郎
（
大
鋸
屋
地
区
）

　
　
　
　
長
田
　
　
貢
（
井
口
地
区
）

　
　
　
　
田
中
　
勇
孝
（
蓑
谷
地
区
）

　
　
　
　
澤
田
　
清
司
（
平
地
区
）

　
　
　
　
若
林
　
嘉
隆
（
城
信
地
区
）

　
　
　
　
中
西
　
伸
一
（
全
地
区
）

　
　
　
　
髙
塚
　
律
子
（
全
地
区
）

　
　
　
　
山
畔
　
勝
博
（
南
山
田
地
区
）

　
　
　
　
勇
﨑
　
　
晃
（
南
山
田
地
区
）

監
　
事
　
税
光
　
詩
子
（
全
地
区
）

信任投票の様子
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水稲情報

大豆情報 ≪分施栽培の穂肥の時期と施用量の目安≫　稲の生育に応じて慎重に！

≪出穂前までの水管理≫　酸素と水分の供給で根の活力維持を！

７～１０日後

 品　種 １回目の幼穂長 １回目の施肥量
（10ａ当たり）

 
  コシヒカリ １５㎜ １０㎏

 特栽米コシヒカリ １５㎜ １０㎏

 直播コシヒカリ １５㎜ １０㎏

 五百万石 ７～８㎜ １２㎏

 てんこもり １～２㎜ １０㎏

 新大正糯 １０～２０㎜ １０㎏

２回目の施肥量
（10ａ当たり）

１２～15㎏

１２～15㎏

１０㎏

１５㎏

１２㎏

１０㎏

① こ ま め な 水 管 理
② 的 確 な 穂 肥 施 用
③ 確 実 な 病 害 虫 防 除

畦畔除草を
　　お願いします

※穂肥施用に当たっては、幼穂長を確認し、葉色や草丈に応じてほ場ごとに慎重に対応しましょう。
※肥効調整型肥料を使用した圃場で出穂10日前（葉耳間長±0cm）の時に葉色が3.8以下の場合、
　出穂直前に追加穂肥を散布しましょう。

●生育不良時のみ、２回目の土寄せの直前にＬＰコート５０号または尿素を施用してください。
・単作大豆　　⇒　　１０㎏／１０ａ
・麦跡大豆　　⇒　　１５㎏／１０ａ

●本葉４～５枚が開いたら、初生葉が隠れる程度に土を寄せてください。
●土寄せ後に排水溝の手直しを行い、排水が円滑にできるようにしましょう。

●開花期から９月上旬までの期間、３日以上晴天日が続いた場合は、土壌の乾き具合に応じて畦
間かん水を行う（開花後４０日間）。
●なお、かん水は短時間で行い、圃場全体に水が行き渡ったら、水口をしっかり止めて速やかに排
水しましょう。

●害虫は発生初期に防除を行うと、その効果は上がります。
●害虫を発見次第、直ちに防除をするように心がけましょう。
●７月下旬からウコンノメイガの発生時期となります。葉が巻き始めたのを発見したら、
　サイアノックス粉剤　４㎏／１０ａ　又は
　プレバソンフロアブル５　100～300ℓ／10a（4000倍液）を散布しましょう。

追　肥

２回目の
土寄せ

開花期の
かん水

病害虫の
防　除

作　業 ポ　イ　ン　ト　！

≪病害虫防除≫　斑点米の発生防止！

 区　分 　　1回目（穂揃期）

一般作付区・直播区・特栽米区　（特栽米区は1回目のみ実施してください）　　

2回目（傾穂期）

粒剤区
（全品種）

イモチエースキラップ粒剤　３㎏／１０ａ　　収穫３５日前まで
※粒剤散布は１回のみ防除。特栽米区には使用しない。

対象病害虫 ●いもち病　　　●紋枯病　　●穂枯れ　　●ウンカ類
●カメムシ類  　●変色米　　●墨黒穂病

①根量と根粒菌の増加
②倒伏の防止・雑草の抑制
③排水の促進と湿害の防止

①根量と根粒菌の増加
②倒伏の防止・雑草の抑制
③排水の促進と湿害の防止

培土の
効　果

粉剤区

液剤区

微粒材区

無人ヘリ区

対　象
病害虫

●いもち病　●ツマグロヨコバイ
●ウンカ類　●カメムシ類　　

●イナゴ類　　●ウンカ類　
●カメムシ類　●ツマグロヨコバイ

ラブサイドスタークル粉剤ＤＬ
４㎏／１０ａ

収穫7日前まで散布

キラップ粉剤ＤＬ
４㎏／１０ａ

収穫１４日前まで散布
キラップフロアブル1000倍

１５０ℓ／１０ａ
収穫１４日前まで散布

キラップ微粒剤F
３㎏／１０ａ

収穫１４日前まで散布

ラブサイドスタークルフロアブル500倍
１５０ℓ／１０ａ
収穫７日前まで散布

ラブサイドスタークルフロアブル４倍　
０．８ℓ／１０ａ

収穫７日前まで散布

キラップフロアブル１６倍
０．８ℓ／１０ａ

収穫１４日前まで散布

ビームスタークル微粒剤F
３㎏／１０ａ

収穫７日前まで散布
※特栽米区には使用しない

カメムシ類の発生が多くなっています。
出穂２週間前までに草刈を行いましょう。

中干し終了後は…【間断かん水】 幼穂形成期～出穂期までは…【飽水管理】

　足跡に水がなくなっ
たら入水する。
　湛水と軽い田干しを
繰り返し、ほ場に足跡
が軽く残る程度の硬さ
にしましょう。

　足跡に水が残る程度の
状態を保つ。
　幼穂形成期以降は、稲
の水分要求量が高まるた
め、水不足にならないよ
うにしましょう。

・出穂後は、20日間の湛水管理に努める！⇒　稲体の活力維持とカドミウムの吸収抑制！
・フェーンなどの高温や強風が予想される場合は、あらかじめ入水する。

出穂後の注意点

水管理のイメージ 水管理のイメージ

水位
3～5㎝ 軽い田干し

入水自然減水 自然減水 水位は
3～5㎝

入水 入水自然減水
自然減水

ポイント！

または
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水稲情報

大豆情報 ≪分施栽培の穂肥の時期と施用量の目安≫　稲の生育に応じて慎重に！

≪出穂前までの水管理≫　酸素と水分の供給で根の活力維持を！

７～１０日後

 品　種 １回目の幼穂長 １回目の施肥量
（10ａ当たり）

 
  コシヒカリ １５㎜ １０㎏

 特栽米コシヒカリ １５㎜ １０㎏

 直播コシヒカリ １５㎜ １０㎏

 五百万石 ７～８㎜ １２㎏

 てんこもり １～２㎜ １０㎏

 新大正糯 １０～２０㎜ １０㎏

２回目の施肥量
（10ａ当たり）

１２～15㎏

１２～15㎏

１０㎏

１５㎏

１２㎏

１０㎏

① こ ま め な 水 管 理
② 的 確 な 穂 肥 施 用
③ 確 実 な 病 害 虫 防 除

畦畔除草を
　　お願いします

※穂肥施用に当たっては、幼穂長を確認し、葉色や草丈に応じてほ場ごとに慎重に対応しましょう。
※肥効調整型肥料を使用した圃場で出穂10日前（葉耳間長±0cm）の時に葉色が3.8以下の場合、
　出穂直前に追加穂肥を散布しましょう。

●生育不良時のみ、２回目の土寄せの直前にＬＰコート５０号または尿素を施用してください。
・単作大豆　　⇒　　１０㎏／１０ａ
・麦跡大豆　　⇒　　１５㎏／１０ａ

●本葉４～５枚が開いたら、初生葉が隠れる程度に土を寄せてください。
●土寄せ後に排水溝の手直しを行い、排水が円滑にできるようにしましょう。

●開花期から９月上旬までの期間、３日以上晴天日が続いた場合は、土壌の乾き具合に応じて畦
間かん水を行う（開花後４０日間）。

●なお、かん水は短時間で行い、圃場全体に水が行き渡ったら、水口をしっかり止めて速やかに排
水しましょう。

●害虫は発生初期に防除を行うと、その効果は上がります。
●害虫を発見次第、直ちに防除をするように心がけましょう。
●７月下旬からウコンノメイガの発生時期となります。葉が巻き始めたのを発見したら、
　サイアノックス粉剤　４㎏／１０ａ　又は
　プレバソンフロアブル５　100～300ℓ／10a（4000倍液）を散布しましょう。

追　肥

２回目の
土寄せ

開花期の
かん水

病害虫の
防　除

作　業 ポ　イ　ン　ト　！

≪病害虫防除≫　斑点米の発生防止！

 区　分 　　1回目（穂揃期）

一般作付区・直播区・特栽米区　（特栽米区は1回目のみ実施してください）　　

2回目（傾穂期）

粒剤区
（全品種）

イモチエースキラップ粒剤　３㎏／１０ａ　　収穫３５日前まで
※粒剤散布は１回のみ防除。特栽米区には使用しない。

対象病害虫 ●いもち病　　　●紋枯病　　●穂枯れ　　●ウンカ類
●カメムシ類  　●変色米　　●墨黒穂病

①根量と根粒菌の増加
②倒伏の防止・雑草の抑制
③排水の促進と湿害の防止

①根量と根粒菌の増加
②倒伏の防止・雑草の抑制
③排水の促進と湿害の防止

培土の
効　果

粉剤区

液剤区

微粒材区

無人ヘリ区

対　象
病害虫

●いもち病　●ツマグロヨコバイ
●ウンカ類　●カメムシ類　　

●イナゴ類　　●ウンカ類　
●カメムシ類　●ツマグロヨコバイ

ラブサイドスタークル粉剤ＤＬ
４㎏／１０ａ

収穫7日前まで散布

キラップ粉剤ＤＬ
４㎏／１０ａ

収穫１４日前まで散布
キラップフロアブル1000倍

１５０ℓ／１０ａ
収穫１４日前まで散布

キラップ微粒剤F
３㎏／１０ａ

収穫１４日前まで散布

ラブサイドスタークルフロアブル500倍
１５０ℓ／１０ａ
収穫７日前まで散布

ラブサイドスタークルフロアブル４倍　
０．８ℓ／１０ａ

収穫７日前まで散布

キラップフロアブル１６倍
０．８ℓ／１０ａ

収穫１４日前まで散布

ビームスタークル微粒剤F
３㎏／１０ａ

収穫７日前まで散布
※特栽米区には使用しない

カメムシ類の発生が多くなっています。
出穂２週間前までに草刈を行いましょう。

中干し終了後は…【間断かん水】 幼穂形成期～出穂期までは…【飽水管理】

　足跡に水がなくなっ
たら入水する。
　湛水と軽い田干しを
繰り返し、ほ場に足跡
が軽く残る程度の硬さ
にしましょう。

　足跡に水が残る程度の
状態を保つ。
　幼穂形成期以降は、稲
の水分要求量が高まるた
め、水不足にならないよ
うにしましょう。

・出穂後は、20日間の湛水管理に努める！⇒　稲体の活力維持とカドミウムの吸収抑制！
・フェーンなどの高温や強風が予想される場合は、あらかじめ入水する。

出穂後の注意点

水管理のイメージ 水管理のイメージ

水位
3～5㎝ 軽い田干し

入水自然減水 自然減水 水位は
3～5㎝

入水 入水自然減水
自然減水

ポイント！

または
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　自
閉
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
症
は
、
「
臨
機

応
変
な
対
人
関
係
が
苦
手
で
、
自
分
の

関
心
・
や
り
方
・
ペ
ー
ス
の
維
持
を
最

優
先
さ
せ
た
い
と
い
う
強
い
こ
だ
わ

り
」
と
い
っ
た
特
徴
を
も
つ
発
達
障
害

の
一
つ
で
す
。
子
ど
も
の
約
20
〜
50
人

に
1
人
、
男
児
が
女
児
の
約
2
〜
4
倍

多
く
、
生
ま
れ
つ
き
の
脳
機
能
の
異
常

に
よ
る
も
の
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　人
に
対
す
る
関
心
が
薄
く
、
相
手
の

気
持
ち
や
状
況
な
ど
あ
い
ま
い
な
こ
と

を
理
解
す
る
の
が
苦
手
で
、
事
実
や
理

屈
に
基
づ
い
た
行
動
を
と
り
や
す
い
た

め
、
周
り
の
人
か
ら
誤
解
さ
れ
が
ち
で

す
。
乳
幼
児
期
に
は
、
あ
や
し
て
も
視

線
が
合
わ
な
い
、
人
見
知
り
や
親
の
後

追
い
を
し
な
い
、
言
葉
を
な
か
な
か
話

さ
な
い
こ
と
で
見
つ
か
り
ま
す
。
そ
の

後
、
言
葉
を
話
す
よ
う
に
な
っ
て
も
台

詞
を
棒
読
み
す
る
よ
う
な
話
し
方
、
会

話
に
な
ら
な
い
、
大
人
び
た
言
葉
遣

い
、
空
気
が
読
め
な
い
、
思
っ
た
こ
と

を
は
っ
き
り
言
う
の
で
相
手
を
不
愉
快

に
す
る
、
自
分
の
好
き
な
話
題
で
は
饒

舌
に
な
り
す
ぎ
る
、
面
接
が
苦
手
、
融

通
が
利
か
な
い
、
な
ど
が
目
立
ち
ま

す
。
ル
ー
ル
厳
守
、
好
き
嫌
い
が
極

端
、
特
定
の
物
事
へ
の
興
味
や
情
熱
が

非
常
に
強
く
没
頭
す
る
、
な
ど
は
こ
だ

わ
り
で
す
。
ま
た
、
感
覚
の
過
敏
・
鈍

感
さ
、
運
動
の
ぎ
こ
ち
な
さ
を
伴
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
特
性
の
た

め
、
多
数
派
に
都
合
よ
く
で
き
て
い
る

社
会
で
生
き
づ
ら
く
、
失
敗
体
験
を
重

ね
る
う
ち
に
自
尊
心
が
低
下
し
、
身
体

症
状
、
精
神
症
状
、
不
登
校
や
ひ
き
こ

も
り
、
暴
言
・
暴
力
・
自
傷
行
為
な
ど

二
次
的
な
問
題
に
発
展
す
る
危
険
性
が

高
く
な
り
ま
す
。

　早
め
に
見
つ
け
、
長
期
的
な
見
通
し

を
立
て
、
各
自
に
適
し
た
療
育
（
治
療

教
育
）
を
受
け
る
こ
と
が
治
療
の
基
本

で
す
。
で
き
る
こ
と
を
着
実
に
こ
な
す

「
自
律
ス
キ
ル
」
と
、
わ
か
ら
な
い
こ

と
は
人
に
相
談
し
社
会
の
ル
ー
ル
を
守

る
「
社
会
ス
キ
ル
」
を
取
得
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
薬
物
療
法
に
つ
い
て
は

医
療
機
関
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

発
達
障
害
に
つ
い
て
　
そ
の
３

　「
自
閉
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
症
・

　
　
　
自
閉
症
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
障
害
」

厚
生
連
高
岡
病
院

　
　
　
小
児
科
診
療
部
長

窪
田
　
博
道

く
ぼ   

た

　
　
　

  

ひ
ろ  

み
ち

子
ど
も
の
発
達
に
つ
い
て
シ
リ
ー
ズ
④

〒
9
3
9

－

1
8
4
3
　
南
砺
市
金
戸
2
6
8

－

1
　
☎
６
２

－

２
１
２
３

Ｊ
Ａ
な
ん
と
　
総
務
課  

広
報
「
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
」
係

   

　
担
当
：
山
崎

を
募
集
し
ま
す
!!

昔
懐
か
し
い
ス
テ
キ
な
写
真

昔
懐
か
し
い
ス
テ
キ
な
写
真

　昔
の
地
域
の
風
景
や
建
物
な
ど
、
懐
か
し
い
素
敵
な
写
真
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

氏
名
、
住
所
、
撮
影
場
所
を
明
記
し
、
左
記
の
宛
先
ま
で
お
送
り
下
さ
い
。
ま
た
、

各
支
店
窓
口
・
渉
外
担
当
者
に
お
渡
し
に
な
っ
て
も
構
い
ま
せ
ん
。
採
用
さ
れ
た
方

に
は
粗
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
い
た
し
ま
す
。

※

写
真
は
お
返
し
い
た
し
ま
す
。

あ
て
先
・

お
問
合
せ

昭和40年代
　土の表面を人の手で平らにする「柄振」という農具
を使って田植え前に地ならししている様子です。当時
は圃場整備前で小さな田がたくさんあり、家のすぐそ
ばに稲を干したりダイコンを干したりするための杉の
木を3本、等間隔で植えていたそうです。

ちょっと
一息

えぶり

夏
ま
き
ニ
ン
ジ
ン
、
上
手
な
発
芽
と
管
理
の
ポ
イ
ン
ト

チャレンジ
あなたも

お
問
合
わ
せ
は…

J
A
な
ん
と
生
産
セ
ン
タ
ー （
☎
6
2

－

0
2
6
1
）

板
木
技
術
士
事
務
所
●
板
木
利
隆

家
庭
菜
園

　
ニ
ン
ジ
ン
は
ベ
ー
タ
カ
ロ
テ
ン
を
豊
富
に

含
み
、
粘
膜
強
化
や
免
疫
力
ア
ッ
プ
、
老
化

防
止
な
ど
に
役
立
ち
ま
す
。
品
種
改
良
が
進

み
、
カ
ロ
テ
ン
含
量
が
高
く
、
芯
ま
で
よ
く

着
色
、
サ
ラ
ダ
に
も
向
く
な
ど
品
質
が
格
段

に
高
ま
り
、
家
庭
菜
園
で
の
魅
力
が
増
大
し

て
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
が
ま
き
ど
き
の
夏
ま
き
作
型

は
、
秋
の
適
温
条
件
（
18
〜
20
度
）
で
育
つ

た
め
作
り
や
す
く
、
中
秋
か
ら
冬
に
か
け
て

長
期
間
収
穫
で
き
る
の
で
、
実
益
の
上
が
る

お
薦
め
野
菜
で
す
。

　
種
ま
き
の
適
期
は
7
月
上
旬
（
関
東
南
部

以
西
の
平
た
ん
地
、
暖
地
は
中
〜
下
旬
）
と

な
る
の
で
、
発
芽
と
初
期
生
育
は
天
候
の
難

し
い
時
期
に
当
た
り
ま
す
。
そ
の
た
め
こ
の

作
型
で
は
発
芽
を
そ
ろ
え
て
、
初
期
の
生
育

を
順
調
に
進
め
る
こ
と
が
大
き
な
ポ
イ
ン
ト

で
す
。

　
畑
の
準
備
と
し
て
、
前
作
は
な
る
べ
く
早

め
に
片
付
け
、
残
渣
を
残
さ
な
い
よ
う
き
れ

い
に
し
、
少
な
く
も
20
日
前
ぐ
ら
い
ま
で
に

完
熟
し
た
細
か
な
堆
肥
と
油
か
す
な
ど
有

機
質
肥
料
、
少
量
の
化
成
肥
料
を
全
面
に

ま
き
、
深
さ
20
㎝
ぐ
ら
い
に
よ
く
耕
し
込

ん
で
お
き
ま
し
ょ
う
。
元
肥
は
や
や
控
え

め
に
し
、
施
肥
の
主
体
は
盛
ん
に
育
ち
始

め
て
か
ら
に
す
る
こ
と
で
す
。

　
手
順
と
し
て
、
ま
き
溝
は
く
わ
幅
で
、

底
面
が
平
ら
に
な
る
よ
う
丁
寧
に
作
り
、

土
が
乾
い
て
い
た
ら
ジ
ョ
ウ
ロ
で
溝
全
面

に
、
溝
を
は
み
出
さ
な
い
よ
う
に
た
っ
ぷ

り
灌
水
し
、
底
面
が
平
ら
に
落
ち
着
い
た
ら

種
ま
き
し
ま
す
。
水
が
溝
か
ら
は
み
出
す

と
、
覆
土
す
る
と
き
土
が
ぬ
れ
て
い
て
困

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
覆
土
は
種
子
が
や
っ
と
見
え
な
く
な
る

程
度
（
5
〜
7
㎜
）
の
薄
め
と
し
ま
す
。

覆
土
し
た
後
、
く
わ
の
背
で
軽
く
鎮
圧
し
、

種
子
を
土
に
な
じ
ま
せ
て
お
き
ま
す
。

　
ま
き
終
わ
っ
た
ら
溝
全
面
に
細
か
く
砕

い
た
完
熟
堆
肥
ま
た
は
切
り
わ
ら
で
薄
く

覆
っ
て
、
乾
燥
や
降
雨
に
よ
る
土
の
は
ね

上
げ
、
地
面
の
固
結
を
防
ぎ
ま
す
。
材
料

は
発
芽
し
て
も
取
り
除
く
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。
発
芽
す
る
ま
で
に
乾
燥
し
た
ら
灌

水
を
心
掛
け
、
乾
き
過
ぎ
な
い
よ
う
注
意

し
ま
す
。

　
発
芽
ぞ
ろ
い
し
、
本
葉
2
〜
3
枚
ぐ
ら

い
に
育
っ
た
頃
間
引
き
ま
す
。
初
期
は
軟

弱
な
の
で
、
あ
る
程
度
密
に
し
て
共
育
ち

さ
せ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
本
葉
5
〜
6

枚
に
な
っ
た
ら
第
2
回
の
間
引
き
で
、
10

〜
12
㎝
株
間
（
品
種
差
あ
り
）
の
1
本
立

ち
と
し
ま
す
。

　
間
引
き
し
た
後
に
す
ぐ
追
肥
す
る
こ
と
。

雑
草
が
大
変
生
え
や
す
い
の
で
遅
れ
ず
に

除
草
す
る
こ
と
も
ニ
ン
ジ
ン
作
り
の
大
切

な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

か
ん
す
い

さ
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閉
ス
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ト
ラ
ム
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は
、
「
臨
機

応
変
な
対
人
関
係
が
苦
手
で
、
自
分
の

関
心
・
や
り
方
・
ペ
ー
ス
の
維
持
を
最

優
先
さ
せ
た
い
と
い
う
強
い
こ
だ
わ

り
」
と
い
っ
た
特
徴
を
も
つ
発
達
障
害

の
一
つ
で
す
。
子
ど
も
の
約
20
〜
50
人

に
1
人
、
男
児
が
女
児
の
約
2
〜
4
倍

多
く
、
生
ま
れ
つ
き
の
脳
機
能
の
異
常

に
よ
る
も
の
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　人
に
対
す
る
関
心
が
薄
く
、
相
手
の

気
持
ち
や
状
況
な
ど
あ
い
ま
い
な
こ
と

を
理
解
す
る
の
が
苦
手
で
、
事
実
や
理

屈
に
基
づ
い
た
行
動
を
と
り
や
す
い
た

め
、
周
り
の
人
か
ら
誤
解
さ
れ
が
ち
で

す
。
乳
幼
児
期
に
は
、
あ
や
し
て
も
視

線
が
合
わ
な
い
、
人
見
知
り
や
親
の
後

追
い
を
し
な
い
、
言
葉
を
な
か
な
か
話

さ
な
い
こ
と
で
見
つ
か
り
ま
す
。
そ
の

後
、
言
葉
を
話
す
よ
う
に
な
っ
て
も
台

詞
を
棒
読
み
す
る
よ
う
な
話
し
方
、
会

話
に
な
ら
な
い
、
大
人
び
た
言
葉
遣

い
、
空
気
が
読
め
な
い
、
思
っ
た
こ
と

を
は
っ
き
り
言
う
の
で
相
手
を
不
愉
快

に
す
る
、
自
分
の
好
き
な
話
題
で
は
饒

舌
に
な
り
す
ぎ
る
、
面
接
が
苦
手
、
融

通
が
利
か
な
い
、
な
ど
が
目
立
ち
ま

す
。
ル
ー
ル
厳
守
、
好
き
嫌
い
が
極

端
、
特
定
の
物
事
へ
の
興
味
や
情
熱
が

非
常
に
強
く
没
頭
す
る
、
な
ど
は
こ
だ

わ
り
で
す
。
ま
た
、
感
覚
の
過
敏
・
鈍

感
さ
、
運
動
の
ぎ
こ
ち
な
さ
を
伴
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
特
性
の
た

め
、
多
数
派
に
都
合
よ
く
で
き
て
い
る

社
会
で
生
き
づ
ら
く
、
失
敗
体
験
を
重

ね
る
う
ち
に
自
尊
心
が
低
下
し
、
身
体

症
状
、
精
神
症
状
、
不
登
校
や
ひ
き
こ

も
り
、
暴
言
・
暴
力
・
自
傷
行
為
な
ど

二
次
的
な
問
題
に
発
展
す
る
危
険
性
が

高
く
な
り
ま
す
。

　早
め
に
見
つ
け
、
長
期
的
な
見
通
し

を
立
て
、
各
自
に
適
し
た
療
育
（
治
療

教
育
）
を
受
け
る
こ
と
が
治
療
の
基
本

で
す
。
で
き
る
こ
と
を
着
実
に
こ
な
す

「
自
律
ス
キ
ル
」
と
、
わ
か
ら
な
い
こ

と
は
人
に
相
談
し
社
会
の
ル
ー
ル
を
守

る
「
社
会
ス
キ
ル
」
を
取
得
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
薬
物
療
法
に
つ
い
て
は

医
療
機
関
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

発
達
障
害
に
つ
い
て
　
そ
の
３

　「
自
閉
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
症
・

　
　
　
自
閉
症
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
障
害
」

厚
生
連
高
岡
病
院

　
　
　
小
児
科
診
療
部
長

窪
田
　
博
道

く
ぼ   

た

　
　
　

  

ひ
ろ  

み
ち

子
ど
も
の
発
達
に
つ
い
て
シ
リ
ー
ズ
④

〒
9
3
9

－

1
8
4
3
　
南
砺
市
金
戸
2
6
8

－

1
　
☎
６
２

－

２
１
２
３

Ｊ
Ａ
な
ん
と
　
総
務
課  

広
報
「
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
」
係

   

　
担
当
：
山
崎

を
募
集
し
ま
す
!!

昔
懐
か
し
い
ス
テ
キ
な
写
真

昔
懐
か
し
い
ス
テ
キ
な
写
真

　昔
の
地
域
の
風
景
や
建
物
な
ど
、
懐
か
し
い
素
敵
な
写
真
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

氏
名
、
住
所
、
撮
影
場
所
を
明
記
し
、
左
記
の
宛
先
ま
で
お
送
り
下
さ
い
。
ま
た
、

各
支
店
窓
口
・
渉
外
担
当
者
に
お
渡
し
に
な
っ
て
も
構
い
ま
せ
ん
。
採
用
さ
れ
た
方

に
は
粗
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
い
た
し
ま
す
。

※

写
真
は
お
返
し
い
た
し
ま
す
。

あ
て
先
・

お
問
合
せ

昭和40年代
　土の表面を人の手で平らにする「柄振」という農具
を使って田植え前に地ならししている様子です。当時
は圃場整備前で小さな田がたくさんあり、家のすぐそ
ばに稲を干したりダイコンを干したりするための杉の
木を3本、等間隔で植えていたそうです。

ちょっと
一息

えぶり

夏
ま
き
ニ
ン
ジ
ン
、
上
手
な
発
芽
と
管
理
の
ポ
イ
ン
ト

チャレンジ
あなたも

お
問
合
わ
せ
は…

J
A
な
ん
と
生
産
セ
ン
タ
ー （
☎
6
2

－

0
2
6
1
）

板
木
技
術
士
事
務
所
●
板
木
利
隆

家
庭
菜
園

　
ニ
ン
ジ
ン
は
ベ
ー
タ
カ
ロ
テ
ン
を
豊
富
に

含
み
、
粘
膜
強
化
や
免
疫
力
ア
ッ
プ
、
老
化

防
止
な
ど
に
役
立
ち
ま
す
。
品
種
改
良
が
進

み
、
カ
ロ
テ
ン
含
量
が
高
く
、
芯
ま
で
よ
く

着
色
、
サ
ラ
ダ
に
も
向
く
な
ど
品
質
が
格
段

に
高
ま
り
、
家
庭
菜
園
で
の
魅
力
が
増
大
し

て
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
が
ま
き
ど
き
の
夏
ま
き
作
型

は
、
秋
の
適
温
条
件
（
18
〜
20
度
）
で
育
つ

た
め
作
り
や
す
く
、
中
秋
か
ら
冬
に
か
け
て

長
期
間
収
穫
で
き
る
の
で
、
実
益
の
上
が
る

お
薦
め
野
菜
で
す
。

　
種
ま
き
の
適
期
は
7
月
上
旬
（
関
東
南
部

以
西
の
平
た
ん
地
、
暖
地
は
中
〜
下
旬
）
と

な
る
の
で
、
発
芽
と
初
期
生
育
は
天
候
の
難

し
い
時
期
に
当
た
り
ま
す
。
そ
の
た
め
こ
の

作
型
で
は
発
芽
を
そ
ろ
え
て
、
初
期
の
生
育

を
順
調
に
進
め
る
こ
と
が
大
き
な
ポ
イ
ン
ト

で
す
。

　
畑
の
準
備
と
し
て
、
前
作
は
な
る
べ
く
早

め
に
片
付
け
、
残
渣
を
残
さ
な
い
よ
う
き
れ

い
に
し
、
少
な
く
も
20
日
前
ぐ
ら
い
ま
で
に

完
熟
し
た
細
か
な
堆
肥
と
油
か
す
な
ど
有

機
質
肥
料
、
少
量
の
化
成
肥
料
を
全
面
に

ま
き
、
深
さ
20
㎝
ぐ
ら
い
に
よ
く
耕
し
込

ん
で
お
き
ま
し
ょ
う
。
元
肥
は
や
や
控
え

め
に
し
、
施
肥
の
主
体
は
盛
ん
に
育
ち
始

め
て
か
ら
に
す
る
こ
と
で
す
。

　
手
順
と
し
て
、
ま
き
溝
は
く
わ
幅
で
、

底
面
が
平
ら
に
な
る
よ
う
丁
寧
に
作
り
、

土
が
乾
い
て
い
た
ら
ジ
ョ
ウ
ロ
で
溝
全
面

に
、
溝
を
は
み
出
さ
な
い
よ
う
に
た
っ
ぷ

り
灌
水
し
、
底
面
が
平
ら
に
落
ち
着
い
た
ら

種
ま
き
し
ま
す
。
水
が
溝
か
ら
は
み
出
す

と
、
覆
土
す
る
と
き
土
が
ぬ
れ
て
い
て
困

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
覆
土
は
種
子
が
や
っ
と
見
え
な
く
な
る

程
度
（
5
〜
7
㎜
）
の
薄
め
と
し
ま
す
。

覆
土
し
た
後
、
く
わ
の
背
で
軽
く
鎮
圧
し
、

種
子
を
土
に
な
じ
ま
せ
て
お
き
ま
す
。

　
ま
き
終
わ
っ
た
ら
溝
全
面
に
細
か
く
砕

い
た
完
熟
堆
肥
ま
た
は
切
り
わ
ら
で
薄
く

覆
っ
て
、
乾
燥
や
降
雨
に
よ
る
土
の
は
ね

上
げ
、
地
面
の
固
結
を
防
ぎ
ま
す
。
材
料

は
発
芽
し
て
も
取
り
除
く
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。
発
芽
す
る
ま
で
に
乾
燥
し
た
ら
灌

水
を
心
掛
け
、
乾
き
過
ぎ
な
い
よ
う
注
意

し
ま
す
。

　
発
芽
ぞ
ろ
い
し
、
本
葉
2
〜
3
枚
ぐ
ら

い
に
育
っ
た
頃
間
引
き
ま
す
。
初
期
は
軟

弱
な
の
で
、
あ
る
程
度
密
に
し
て
共
育
ち

さ
せ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
本
葉
5
〜
6

枚
に
な
っ
た
ら
第
2
回
の
間
引
き
で
、
10

〜
12
㎝
株
間
（
品
種
差
あ
り
）
の
1
本
立

ち
と
し
ま
す
。

　
間
引
き
し
た
後
に
す
ぐ
追
肥
す
る
こ
と
。

雑
草
が
大
変
生
え
や
す
い
の
で
遅
れ
ず
に

除
草
す
る
こ
と
も
ニ
ン
ジ
ン
作
り
の
大
切

な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

か
ん
す
い

さ
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田
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わ
り

水
稲
　
生
育
調
査

正
し
い
調
査
方
法
で
生
育
状
況
を
確
認

喜
ば
れ
る「
富
山
干
柿
」の
生
産
の
た
め
に

水
稲
の
生
育
良
好

　
城
端
果
樹
協
会
は
5
月
8
日
、
林
道
の
樹
園
地
で
接
ぎ

木
講
習
会
を
開
催
し
、
生
産
者
15
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
特
産
「
富
山
干
柿
」
は
高
い
評
価
を
受
け
て
い
ま
す
が
、

近
年
種
無
し
果
の
発
生
が
見
ら
れ
問
題
と
な
っ
て
お
り
、

そ
の
解
決
策
と
し
て
受
粉
樹
の
接
ぎ
木
と
ミ
ツ
バ
チ
に
よ

る
受
粉
効
果
を
高
め
る
必
要
が
あ
り
、
台
木
と
な
る
樹

の
樹
液
の
流
動
が
盛
ん
に
な
る
こ
の
時
期
に
講
習
会
を
行

な
い
ま
し
た
。

　
砺
波
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
担
い
手
支
援
課
園
芸
班
副
主

幹
の
谷
口
正
裕
氏
が
接
ぎ
木
の
方
法
と
樹
勢
が
強
い
穂
木

の
選
び
方
を
注
意
点
と
し
て
指
導
し
て
い
ま
し
た
。

　
城
端
・
井
口
地
域
の
生
産
者
は
5
月
21
〜
23
日
に
か

け
て
、
水
稲
苗
の
生
育
状
況
を
営
農
指
導
員
と
各
地
区

の
圃
場
で
確
認
し
ま
し
た
。

　
今
年
は
育
苗
期
の
気
候
変
動
が
激
し
く
、
生
育
に
か

な
り
ば
ら
つ
き
が
あ
り
ま
し
た
が
、
5
月
に
入
り
気
温
が

高
く
な
り
、
日
照
時
間
も
多
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
平
年
よ

り
生
育
が
1
週
間
程
度
早
く
、
茎
数
も
多
く
な
って
い
ま

す
。
生
産
者
は
こ
の
水
稲
の
状
況
を
ふ
ま
え
、
活
着
後
の

当
面
の
管
理
の
ポ
イ
ン
ト
を
営
農
指
導
員
に
質
問
し
た
り

生
産
者
同
士
で
確
認
し
合
っ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

接
ぎ
木
講
習
会

　
な
ん
と
担
い
手
組
織
協
議
会
は
5
月
24
日
、
な
ん
と

農
業
会
館
で
営
農
組
織
代
表
者
な
ど
32
人
が
参
加
し
て

水
稲
の
圃
場
調
査
の
方
法
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　
砺
波
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
南
砺
班
主
任
普
及
指
導
員

の
上
野
香
織
氏
が
調
査
圃
か
ら
採
取
し
た
水
稲
株
を

使
っ
て
葉
齢
の
数
え
方
や
茎
数
の
数
え
方
を
教
授
し
ま

し
た
。

　
生
産
者
は
水
稲
株
を
確
認
し
な
が
ら
、
具
体
的
な
茎

数
の
数
え
方
と
し
て
分
げ
つ
葉
の
出
始
め
の
見
極
め
方

な
ど
を
熱
心
に
質
問
を
し
て
い
ま
し
た
。

▲指導員と生育状況を確認する生産者▲植え方の手ほどきをうける児童ら

▲真剣な表情で聞く組合員

▲茎数の数え方を確認する生産者ら

田
ん
ぼ
の
学
校
　
城
端
小
学
校

「
新
大
正
糯
」の
田
植
え
体
験

▲一生懸命に田植えする児童ら

　
5
月
14
日
、
城
端
小
学
校
2
年
生
55
人
が
学
校
の

敷
地
内
に
あ
る
学
校
農
園
で
野
菜
苗
を
植
え
ま
し
た
。

　
こ
の
「
食
農
教
育
」
は
生
活
科
の
授
業
で
毎
年
取

り
組
ま
れ
て
お
り
、
野
菜
苗
は
Ｊ
Ａ
共
済
く
ら
し
の

活
動
促
進
奨
励
金
を
利
用
し
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
な
ん
と
特
産
振
興
課
の
職
員
に
植
え
方
を
教

わ
っ
た
あ
と
、
各
自
の
鉢
に
ミ
ニ
ト
マ
ト
、
畑
に
は

ピ
ー
マ
ン
や
サ
ツ
マ
イ
モ
な
ど
の
苗
を
植
え
ま
し
た
。

　
児
童
た
ち
は
、
日
中
の
暑
い
時
に
水
を
や
る
と
野

菜
を
弱
ら
せ
て
し
ま
う
原
因
に
な
る
た
め
、
朝
か
夕

方
に
水
遣
り
を
す
る
よ
う
指
導
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
鉢
の
ミ
ニ
ト
マ
ト
は
夏
休
み
に
各
自
家
に

持
ち
帰
り
、
育
て
な
が
ら
収
穫
し
ま
す
。

　
野
菜
苗
植
え
　
城
端
小
学
校

▲苗に興味津々な子ども

親
子
で
サ
ツ
マ
イ
モ
苗
植
え
体
験

夏
野
菜
大
き
く
な
ー
れ
！

　
Ｊ
Ａ
な
ん
と
青
壮
年
部
大
鋸
屋
支
部
は
5
月
12
日
、

大
鋸
屋
地
域
づ
く
り
協
議
会
と
合
同
で
農
業
体
験
を

開
催
し
、
地
区
内
の
親
子
5
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
の
体
験
は
、Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
の
食
農
教
育
応
援
事
業

を
利
用
し
、
子
ど
も
た
ち
に
食
と
農
の
大
切
さ
と
収

穫
の
喜
び
を
体
験
し
て
も
ら
お
う
と
毎
年
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
は
、
お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
に
サ
ツ

マ
イ
モ
苗
の
植
え
方
を
確
認
し
な
が
ら
慣
れ
な
い
手

つ
き
で
苗
を
植
え
て
い
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
親
子
は
大
き
く
て
甘
い
サ
ツ
マ
イ
モ
が

採
れ
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

Ｊ
Ａ
な
ん
と
青
壮
年
部
　
大
鋸
屋
支
部

　
5
月
28
日
、
城
端
小
学
校
5
年
生
59
人
は
、
農
事
組

合
法
人
野
口
営
農
組
合
の
水
田
で
、
自
分
た
ち
で
種
ま

き
し
て
栽
培
し
た
「
新
大
正
糯
」
の
田
植
え
体
験
を
し

ま
し
た
。

　「
田
ん
ぼ
の
学
校
」
は
、
児
童
ら
に
米
づ
く
り
の
苦

労
や
、
収
穫
の
喜
び
を
感
じ
て
も
ら
お
う
と
学
校
の
総

合
的
な
学
習
の
時
間
に
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
児
童
た
ち
は
、
は
だ
し
で
田
ん
ぼ
に
入
り
、
水
田
の

土
の
冷
た
さ
に
驚
き
な
が
ら
も
、
慣
れ
て
く
る
と
お
互

い
協
力
し
合
っ
て
、
一
生
懸
命
に
植
え
て
い
ま
し
た
。

　
今
後
は
生
育
に
合
わ
せ
、
草
取
り
や
収
穫
を
行
い
ま

す
。
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NEWS NEWS

青
田
ま
わ
り

水
稲
　
生
育
調
査

正
し
い
調
査
方
法
で
生
育
状
況
を
確
認

喜
ば
れ
る「
富
山
干
柿
」の
生
産
の
た
め
に

水
稲
の
生
育
良
好

　
城
端
果
樹
協
会
は
5
月
8
日
、
林
道
の
樹
園
地
で
接
ぎ

木
講
習
会
を
開
催
し
、
生
産
者
15
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
特
産
「
富
山
干
柿
」
は
高
い
評
価
を
受
け
て
い
ま
す
が
、

近
年
種
無
し
果
の
発
生
が
見
ら
れ
問
題
と
な
っ
て
お
り
、

そ
の
解
決
策
と
し
て
受
粉
樹
の
接
ぎ
木
と
ミ
ツ
バ
チ
に
よ

る
受
粉
効
果
を
高
め
る
必
要
が
あ
り
、
台
木
と
な
る
樹

の
樹
液
の
流
動
が
盛
ん
に
な
る
こ
の
時
期
に
講
習
会
を
行

な
い
ま
し
た
。

　
砺
波
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
担
い
手
支
援
課
園
芸
班
副
主

幹
の
谷
口
正
裕
氏
が
接
ぎ
木
の
方
法
と
樹
勢
が
強
い
穂
木

の
選
び
方
を
注
意
点
と
し
て
指
導
し
て
い
ま
し
た
。

　
城
端
・
井
口
地
域
の
生
産
者
は
5
月
21
〜
23
日
に
か

け
て
、
水
稲
苗
の
生
育
状
況
を
営
農
指
導
員
と
各
地
区

の
圃
場
で
確
認
し
ま
し
た
。

　
今
年
は
育
苗
期
の
気
候
変
動
が
激
し
く
、
生
育
に
か

な
り
ば
ら
つ
き
が
あ
り
ま
し
た
が
、
5
月
に
入
り
気
温
が

高
く
な
り
、
日
照
時
間
も
多
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
平
年
よ

り
生
育
が
1
週
間
程
度
早
く
、
茎
数
も
多
く
な
って
い
ま

す
。
生
産
者
は
こ
の
水
稲
の
状
況
を
ふ
ま
え
、
活
着
後
の

当
面
の
管
理
の
ポ
イ
ン
ト
を
営
農
指
導
員
に
質
問
し
た
り

生
産
者
同
士
で
確
認
し
合
っ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

接
ぎ
木
講
習
会

　
な
ん
と
担
い
手
組
織
協
議
会
は
5
月
24
日
、
な
ん
と

農
業
会
館
で
営
農
組
織
代
表
者
な
ど
32
人
が
参
加
し
て

水
稲
の
圃
場
調
査
の
方
法
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　
砺
波
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
南
砺
班
主
任
普
及
指
導
員

の
上
野
香
織
氏
が
調
査
圃
か
ら
採
取
し
た
水
稲
株
を

使
っ
て
葉
齢
の
数
え
方
や
茎
数
の
数
え
方
を
教
授
し
ま

し
た
。

　
生
産
者
は
水
稲
株
を
確
認
し
な
が
ら
、
具
体
的
な
茎

数
の
数
え
方
と
し
て
分
げ
つ
葉
の
出
始
め
の
見
極
め
方

な
ど
を
熱
心
に
質
問
を
し
て
い
ま
し
た
。

▲指導員と生育状況を確認する生産者▲植え方の手ほどきをうける児童ら

▲真剣な表情で聞く組合員

▲茎数の数え方を確認する生産者ら

田
ん
ぼ
の
学
校
　
城
端
小
学
校

「
新
大
正
糯
」の
田
植
え
体
験

▲一生懸命に田植えする児童ら

　
5
月
14
日
、
城
端
小
学
校
2
年
生
55
人
が
学
校
の

敷
地
内
に
あ
る
学
校
農
園
で
野
菜
苗
を
植
え
ま
し
た
。

　
こ
の
「
食
農
教
育
」
は
生
活
科
の
授
業
で
毎
年
取

り
組
ま
れ
て
お
り
、
野
菜
苗
は
Ｊ
Ａ
共
済
く
ら
し
の

活
動
促
進
奨
励
金
を
利
用
し
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
な
ん
と
特
産
振
興
課
の
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員
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植
え
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を
教
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あ
と
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各
自
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鉢
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ミ
ニ
ト
マ
ト
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畑
に
は

ピ
ー
マ
ン
や
サ
ツ
マ
イ
モ
な
ど
の
苗
を
植
え
ま
し
た
。
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は
、
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中
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時
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と
野

菜
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め
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か
夕
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水
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受
け
て
い
ま
し
た
。
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夏
休
み
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各
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家
に

持
ち
帰
り
、
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が
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収
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ま
す
。

　
野
菜
苗
植
え
　
城
端
小
学
校
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サ
ツ
マ
イ
モ
苗
植
え
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験

夏
野
菜
大
き
く
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ー
れ
！

　
Ｊ
Ａ
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会
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同
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農
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催
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参
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ま
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。
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バ
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食
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教
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応
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農
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収
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り
組
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ま
す
。
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サ
ツ

マ
イ
モ
苗
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が
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な
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手

つ
き
で
苗
を
植
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ま
し
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。
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ツ
マ
イ
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採
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で
し
た
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Ｊ
Ａ
な
ん
と
青
壮
年
部
　
大
鋸
屋
支
部

　
5
月
28
日
、
城
端
小
学
校
5
年
生
59
人
は
、
農
事
組

合
法
人
野
口
営
農
組
合
の
水
田
で
、
自
分
た
ち
で
種
ま

き
し
て
栽
培
し
た
「
新
大
正
糯
」
の
田
植
え
体
験
を
し

ま
し
た
。
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の
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」
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を
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毎
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れ
て
い
ま
す
。

　
児
童
た
ち
は
、
は
だ
し
で
田
ん
ぼ
に
入
り
、
水
田
の

土
の
冷
た
さ
に
驚
き
な
が
ら
も
、
慣
れ
て
く
る
と
お
互

い
協
力
し
合
っ
て
、
一
生
懸
命
に
植
え
て
い
ま
し
た
。

　
今
後
は
生
育
に
合
わ
せ
、
草
取
り
や
収
穫
を
行
い
ま

す
。
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▲去年の健康教室の様子

　
エ
ー
コ
ー
プ
マ
ー
ク
品
は
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

ブ
ラ
ン
ド
商
品
で
す
。
食
品
・
日
用
品
・
衣
料
品
な
ど
私
達
の

く
ら
し
に
必
要
な
商
品
が
1
7
0
0
点
！
添
加
物
を
極
力
排
除
し
安
全
・
安
心
に
こ
だ
わ
っ
た
商
品
で

す
。
Ａ
コ
ー
プ
な
ん
と
セ
フ
レ
店
で
は
一
部
取
扱
わ
な
い
商
品
が
ご
ざ
い
ま
す
。

　
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
Ｊ
Ａ
な
ん
と
生
活
課
へ
お
問
合
せ
下
さ
い
。
（
☎
６
２

－

２
５
０
０
）

Ｊ
Ａ
富
山
県
女
性
組
織
協
議
会
・

富
山
県
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
は
健
康
で

快
適
な
く
ら
し
を
応
援
し
ま
す
。

エ
ー
コ
ー
プ
マ
ー
ク
品
と
は

JA全農とやまのホームページ「にぎわいレシピ」（http://www.ty.zennoh.or.jp/recipe/）
ではエーコープマーク品を使ったレシピをご紹介しています。ぜひご覧ください。
レシピはこちらからご覧になれます。

今
月
の
お
す
す
め
商
品

今
月
の
お
す
す
め
商
品

共同購入価格

国
産
小
麦
使
用

手
延
そ
う
め
ん250

ｇ
×
8
袋

材料（2人分）
手延そうめん･･･････････････････ 3束 
きゅうり････････････････1本（90ｇ）
ゆで卵･････････････････････････ 2個 
白菜キムチ････････････････････ 70ｇ 
　　水･･･････････････････････300㎖ 
　　しょうゆ･･･････････････ 大さじ2 
　　鶏がらスープの素････････大さじ1 
　　ごま油 ･････････････････小さじ2 
　　塩 ･･････････････････ 小さじ2/3 
　　こしょう･･･････････････････少々 
いり白ごま･･････････････････大さじ1 

●
少
し
小
麦
色
が
か
っ
た
麺
の
色
で
す

が
、
な
め
ら
か
で
弾
力
の
あ
る
食
感
と

茹
で
の
び
が
し
に
く
く
ほ
の
か
な
小
麦

の
香
り
と
も
ち
も
ち
感
が
あ
り
ま
す
。

●
国
産
小
麦
粉
使
用

　

2,452円

作ってみた
感想 　ごまの香りが食欲をそそり、暑い季節にぴった

りの冷麺風キムチそうめんが簡単にできあがりま
した。

作り方
① きゅうりはせん切りにし、半熟卵
は半分に切ります。白菜キムチは
ザク切りにします。

②そうめんは好みのかたさにゆで、冷
水にとって冷まし、ザルに上げて水
気をきります。

③ ボウルに①の白菜キムチ、Ａを入
れて混ぜ、つゆを作ります。

Beau t y  エクササイズ  ＆  ストレッチBeau t y  エクササイズ  ＆  ストレッチBeau t y  エクササイズ  ＆  ストレッチBeau t y  エクササイズ  ＆  ストレッチ

沢山の参加お待ちしています！　
締切日　6月末日　

冷麺風キムチそうめん

A

④ 器に②のそうめんを盛り、①のき
ゅうり・ゆで卵をのせ、③のつゆ
を注ぎ、ごまをふります。

＊お好みでキムチの漬け汁を加えても
辛みと風味が増しておいしくお作り
いただけます。

健 康 教 室

日　時　7月27日(土)  18 時 00分より
場　所　南砺農業会館　3階ホール
　　　　（南砺市金戸 268番地の1）
講　師　坂下　朋子先生（ＪＯＹ教室講師）
参加費　部員　無料　　部員以外100円　　
持ち物　タオル  飲み物

呼吸をしながらストレッチ♪
リズムに合わせて筋トレを楽しくエクササイズ！

　
ご
飯
の
お
い
し
さ
の
決
め
手
で
あ

る
甘
味
や
粘
り
・
食
感
は
、
「
で
ん

ぷ
ん
」
と
深
い
関
係
が
あ
り
ま
す
。

　
お
米
に
含
ま
れ
て
い
る
で
ん
ぷ
ん

に
は
「
ア
ミ
ロ
ペ
ク
チ
ン
」
と
「
ア

ミ
ロ
ー
ス
」
と
呼
ば
れ
る
2
種
類
が

あ
り
ま
す
。
ア
ミ
ロ
ペ
ク
チ
ン
に
は

炊
く
と
粘
り
を
出
す
働
き
が
あ
り
、

ア
ミ
ロ
ー
ス
に
は
そ
の
働
き
が
な
い

た
め
、
ア
ミ
ロ
ペ
ク
チ
ン
が
多
い
ほ

ど
粘
り
が
強
く
な
り
ま
す
。
餅
米
は

ア
ミ
ロ
ペ
ク
チ
ン
約
100
％
で
、
強
い

粘
り
が
出
る
の
は
そ
の
た
め
で
す
。

普
段
私
た
ち
が
食
べ
て
い
る
う
る
ち

米
（
ジ
ャ
ポ
ニ
カ
米
）
は
、
ア
ミ
ロ

ペ
ク
チ
ン
80
〜
85
％
、
ア
ミ
ロ
ー
ス

15
〜
20
％
。
一
方
、
イ
ン
ド
や
東
南

ア
ジ
ア
な
ど
で
食
べ
ら
れ
て
い
る
イ

ン
デ
ィ
カ
米
は
、
ア
ミ
ロ
ペ
ク
チ
ン

70
〜
75
％
、
ア
ミ
ロ
ー
ス
25
〜
30
％

と
、
ジ
ャ
ポ
ニ
カ
米
に
比
べ
て
ア
ミ

ロ
ペ
ク
チ
ン
が
少
な
い
た
め
、
粘
り

気
が
少
な
く
、
食
感
は
パ
ラ
パ
ラ
と

し
て
い
ま
す
。

　
生
米
に
含
ま
れ
て
い
る
で
ん
ぷ
ん

は
硬
く
て
水
に
も
溶
け
に
く
い
性
質

を
持
つ
「
β
で
ん
ぷ
ん
」
と
呼
ば
れ

る
状
態
の
で
ん
ぷ
ん
で
、
体
に
も
吸

収
さ
れ
に
く
い
の
で
す
が
、
水
と
一

緒
に
加
熱
す
る
こ
と
で
水
分
を
吸
っ

て
軟
ら
か
く
な
り
、
適
度
な
粘
り
気

が
出
て
お
い
し
く
吸
収
も
良
い
「
α

で
ん
ぷ
ん
」
へ
と
変
化
し
ま
す
。
ご

飯
は
冷
め
る
と
再
β
化
（
老
化
）
し

て
食
味
が
劣
化
し
ま
す
が
、
老
化
で

ん
ぷ
ん
は
再
加
熱
す
る
と
ま
た
α
化

し
ま
す
。
ち
な
み
に
保
存
食
と
し
て

も
知
ら
れ
て
い
る
α
化
米
は
、
加
水

加
熱
し
て
で
ん
ぷ
ん
を
α
化
さ
せ
た

後
、
急
速
な
乾
燥
処
理
な
ど
の
特
殊

な
技
術
で
こ
の
再
β
化
が
起
こ
ら
な

い
よ
う
に
処
理
さ
れ
て
作
ら
れ
ま

す
。

　
ご
飯
を
か
む
と
甘
く
な
る
の
は
な

ぜ
で
し
ょ
う
。
で
ん
ぷ
ん
は
ブ
ド
ウ

糖
が
鎖
の
よ
う
に
つ
な
が
っ
た
構
造

を
し
て
お
り
、
唾
液
に
は
こ
の
鎖
を

切
る
働
き
が
あ
り
ま
す
。
ブ
ド
ウ
糖

は
甘
い
味
が
す
る
た
め
、
ご
飯
を
よ

く
か
ん
で
食
べ
る
こ
と
で
、
口
の
中

で
ご
飯
が
細
か
く
か
み
砕
か
れ
て
混

ぜ
合
わ
さ
れ
、
で
ん
ぷ
ん
が
ど
ん
ど

ん
ブ
ド
ウ
糖
に
な
り
、
甘
く
感
じ
る

と
い
う
わ
け
で
す
。

暮らしのコラム
管理栄養士・フードスタイリスト

●大槻万須美お米と健康 ご飯のおいしさ「でんぷん」の話
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Ａ
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０
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ではエーコープマーク品を使ったレシピをご紹介しています。ぜひご覧ください。
レシピはこちらからご覧になれます。

今
月
の
お
す
す
め
商
品

今
月
の
お
す
す
め
商
品

共同購入価格

国
産
小
麦
使
用

手
延
そ
う
め
ん250

ｇ
×
8
袋

材料（2人分）
手延そうめん･･･････････････････ 3束 
きゅうり････････････････1本（90ｇ）
ゆで卵･････････････････････････ 2個 
白菜キムチ････････････････････ 70ｇ 
　　水･･･････････････････････300㎖ 
　　しょうゆ･･･････････････ 大さじ2 
　　鶏がらスープの素････････大さじ1 
　　ごま油 ･････････････････小さじ2 
　　塩 ･･････････････････ 小さじ2/3 
　　こしょう･･･････････････････少々 
いり白ごま･･････････････････大さじ1 

●
少
し
小
麦
色
が
か
っ
た
麺
の
色
で
す

が
、
な
め
ら
か
で
弾
力
の
あ
る
食
感
と

茹
で
の
び
が
し
に
く
く
ほ
の
か
な
小
麦

の
香
り
と
も
ち
も
ち
感
が
あ
り
ま
す
。

●
国
産
小
麦
粉
使
用

　

2,452円

作ってみた
感想 　ごまの香りが食欲をそそり、暑い季節にぴった

りの冷麺風キムチそうめんが簡単にできあがりま
した。

作り方
① きゅうりはせん切りにし、半熟卵
は半分に切ります。白菜キムチは
ザク切りにします。

②そうめんは好みのかたさにゆで、冷
水にとって冷まし、ザルに上げて水
気をきります。

③ ボウルに①の白菜キムチ、Ａを入
れて混ぜ、つゆを作ります。

Beau t y  エクササイズ  ＆  ストレッチBeau t y  エクササイズ  ＆  ストレッチBeau t y  エクササイズ  ＆  ストレッチBeau t y  エクササイズ  ＆  ストレッチ

沢山の参加お待ちしています！　
締切日　6月末日　

冷麺風キムチそうめん

A

④ 器に②のそうめんを盛り、①のき
ゅうり・ゆで卵をのせ、③のつゆ
を注ぎ、ごまをふります。

＊お好みでキムチの漬け汁を加えても
辛みと風味が増しておいしくお作り
いただけます。

健 康 教 室

日　時　7月27日(土)  18 時 00分より
場　所　南砺農業会館　3階ホール
　　　　（南砺市金戸 268番地の1）
講　師　坂下　朋子先生（ＪＯＹ教室講師）
参加費　部員　無料　　部員以外100円　　
持ち物　タオル  飲み物

呼吸をしながらストレッチ♪
リズムに合わせて筋トレを楽しくエクササイズ！

　
ご
飯
の
お
い
し
さ
の
決
め
手
で
あ

る
甘
味
や
粘
り
・
食
感
は
、
「
で
ん

ぷ
ん
」
と
深
い
関
係
が
あ
り
ま
す
。

　
お
米
に
含
ま
れ
て
い
る
で
ん
ぷ
ん

に
は
「
ア
ミ
ロ
ペ
ク
チ
ン
」
と
「
ア

ミ
ロ
ー
ス
」
と
呼
ば
れ
る
2
種
類
が

あ
り
ま
す
。
ア
ミ
ロ
ペ
ク
チ
ン
に
は

炊
く
と
粘
り
を
出
す
働
き
が
あ
り
、

ア
ミ
ロ
ー
ス
に
は
そ
の
働
き
が
な
い

た
め
、
ア
ミ
ロ
ペ
ク
チ
ン
が
多
い
ほ

ど
粘
り
が
強
く
な
り
ま
す
。
餅
米
は

ア
ミ
ロ
ペ
ク
チ
ン
約
100
％
で
、
強
い

粘
り
が
出
る
の
は
そ
の
た
め
で
す
。

普
段
私
た
ち
が
食
べ
て
い
る
う
る
ち

米
（
ジ
ャ
ポ
ニ
カ
米
）
は
、
ア
ミ
ロ

ペ
ク
チ
ン
80
〜
85
％
、
ア
ミ
ロ
ー
ス

15
〜
20
％
。
一
方
、
イ
ン
ド
や
東
南

ア
ジ
ア
な
ど
で
食
べ
ら
れ
て
い
る
イ

ン
デ
ィ
カ
米
は
、
ア
ミ
ロ
ペ
ク
チ
ン

70
〜
75
％
、
ア
ミ
ロ
ー
ス
25
〜
30
％

と
、
ジ
ャ
ポ
ニ
カ
米
に
比
べ
て
ア
ミ

ロ
ペ
ク
チ
ン
が
少
な
い
た
め
、
粘
り

気
が
少
な
く
、
食
感
は
パ
ラ
パ
ラ
と

し
て
い
ま
す
。

　
生
米
に
含
ま
れ
て
い
る
で
ん
ぷ
ん

は
硬
く
て
水
に
も
溶
け
に
く
い
性
質

を
持
つ
「
β
で
ん
ぷ
ん
」
と
呼
ば
れ

る
状
態
の
で
ん
ぷ
ん
で
、
体
に
も
吸

収
さ
れ
に
く
い
の
で
す
が
、
水
と
一

緒
に
加
熱
す
る
こ
と
で
水
分
を
吸
っ

て
軟
ら
か
く
な
り
、
適
度
な
粘
り
気

が
出
て
お
い
し
く
吸
収
も
良
い
「
α

で
ん
ぷ
ん
」
へ
と
変
化
し
ま
す
。
ご

飯
は
冷
め
る
と
再
β
化
（
老
化
）
し

て
食
味
が
劣
化
し
ま
す
が
、
老
化
で

ん
ぷ
ん
は
再
加
熱
す
る
と
ま
た
α
化

し
ま
す
。
ち
な
み
に
保
存
食
と
し
て

も
知
ら
れ
て
い
る
α
化
米
は
、
加
水

加
熱
し
て
で
ん
ぷ
ん
を
α
化
さ
せ
た

後
、
急
速
な
乾
燥
処
理
な
ど
の
特
殊

な
技
術
で
こ
の
再
β
化
が
起
こ
ら
な

い
よ
う
に
処
理
さ
れ
て
作
ら
れ
ま

す
。

　
ご
飯
を
か
む
と
甘
く
な
る
の
は
な

ぜ
で
し
ょ
う
。
で
ん
ぷ
ん
は
ブ
ド
ウ

糖
が
鎖
の
よ
う
に
つ
な
が
っ
た
構
造

を
し
て
お
り
、
唾
液
に
は
こ
の
鎖
を

切
る
働
き
が
あ
り
ま
す
。
ブ
ド
ウ
糖

は
甘
い
味
が
す
る
た
め
、
ご
飯
を
よ

く
か
ん
で
食
べ
る
こ
と
で
、
口
の
中

で
ご
飯
が
細
か
く
か
み
砕
か
れ
て
混

ぜ
合
わ
さ
れ
、
で
ん
ぷ
ん
が
ど
ん
ど

ん
ブ
ド
ウ
糖
に
な
り
、
甘
く
感
じ
る

と
い
う
わ
け
で
す
。

暮らしのコラム
管理栄養士・フードスタイリスト

●大槻万須美お米と健康 ご飯のおいしさ「でんぷん」の話
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若
手
職
員
紹
介

若
手
職
員
紹
介

北
原
俊
一
さ
ん

　
　二
三
子
さ
ん 

こ
ん
に
ち
は

こ
ん
に
ち
は

　小
規
模
多
機
能
自
治
に
よ
り
4
月
か
ら
大
鋸
屋
地
域
づ
く
り
協
議

会
が
発
足
し
、
大
鋸
屋
地
区
公
民
館
は
大
鋸
屋
交
流
セ
ン
タ
ー
に
名

前
が
変
わ
り
ま
し
た
。
年
間
行
事
や
各
種
教
室
な
ど
、
今
ま
で
と
同

様
に
地
域
の
皆
様
に
楽
し
ん
で
頂
け
る
よ
う
計
画
し
て
い
ま
す
。

　協
議
会
の
業
務
は
、
各
種
団
体
の
事
務
担
当
で
慣
れ
な
い
デ
ス
ク

ワ
ー
ク
に
四
苦
八
苦
し
て
い
ま
す
が
、
ス
ム
ー
ズ
に
進
む
よ
う
に
心

掛
け
て
い
ま
す
。
毎
日
、
朝
9
時
か
ら
事
務
所
に
い
ま
す
の
で
、
困

り
ご
と
の
相
談
な
ど
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

漢
字

　3
級

次
の
ア
・
イ
の
□
に
共
通
し
て
入
る
適
切
な
漢
字

一
字
を
答
え
て
く
だ
さ
い
。

ア

　彼
は
た
っ
た
一
件
契
約
を
取
っ
た
だ
け
な
の

に
、□
の
首
を
取
っ
た
よ
う
に
喜
ん
で
い
る
。

 

イ

　こ
の
小
説
の
主
人
公
は
、
変
装
の
名
人
で
神

出
□
没
の
怪
盗
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。

解
答
・
解
説

鬼ア 

鬼
の
首
を
取
っ
た
よ
う
…
大
変
な
手
柄
を
立
て

た
か
の
よ
う
に
得
意
に
な
っ
て
い
る
様
子
を
、
見

て 

い
る
者
が
か
ら
か
い
気
味
に
言
う
言
葉
。

イ 

神
出
鬼
没
…
行
動
が
自
由
自
在
で
、
居
所
な
ど

の
予
測
が
つ
か
な
い
様
子

　散
歩
に
出
か
け
る
と
花
や
木
の
実
を
見
つ
け
、
嬉
し
そ
う
に
集
め
る

娘
。
木
の
棒
を
見
つ
け
て
走
り
回
る
息
子
。
そ
れ
ぞ
れ
が
好
き
な
こ
と

に
夢
中
に
な
っ
て
遊
ん
で
い
ま
す
。
最
近
の
ブ
ー
ム
は
お
家
ご
っ
こ
と
獅

子
舞
ご
っ
こ
。
ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ
ム
と
毛
布
で
静
か
に
お
家
ご
っ
こ
を
し
て

い
る
な
、
と
思
う
と
毛
布
が
油
単
（
獅
子
舞
衣
装
）
代
わ
り
に
な
り
、

棒
を
振
り
回
し
て
家
中
を
走
り
回
る
、
と
っ
て
も
賑
や
か
な
毎
日
で
す
。

ケ
ン
カ
も
す
る
け
ど
仲
良
し
姉
弟
。
た
く
さ
ん
遊
ん
で
元
気
い
っ
ぱ
い

大
き
く
な
あ
れ
！

仕
事
内
容

　住
宅
資
金
や
自
動
車
資
金
、
貯
金
な
ど
お
金

に
関
す
る
提
案
・
提
供
を
組
合
員
に
し
て
い
ま

す
。

休
日
は
ど
ん
な
こ
と
を
し
て
過
ご
し
て
い

ま
す
か
？

　バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
し
て
い
る
の
で
た
ま
に
大

会
に
出
場
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

今
後
の
目
標

　組
合
員
に
常
に
頼
ら
れ
る
よ
う
な
職
員
を
目

標
に
し
て
い
ま
す
。
貯
金
・
ロ
ー
ン
の
ご
相
談
は

い
つ
で
も
お
任
せ
く
だ
さ
い
！

大
鋸
屋
地
域
づ
く
り
協
議
会

藤
井
楓
ち
ゃ
ん（
5
歳
）
保
仁 

く
ん（
2
歳
） 

　
　
　
　

　
　
　お
父
さ
ん 

保
宏
さ
ん

　お
母
さ
ん 

知
花
さ
ん

 

か
え
で

や
す

　ひ
と

我
が
家
の
ア
イ
ド
ル

我
が
家
の
ア
イ
ド
ル

仲
良
し
ご
夫
婦

仲
良
し
ご
夫
婦

み
ん
な
広
場

の

み
ん
な
広
場

の
パ
ー
ト
ナ
ー
の
好
き
な
と
こ
ろ
は
ど
こ
で
す
か
？

俊
一
さ
ん

　
　「何
で
も
聞
い
て
く
れ
る
と
こ
ろ
」

二
三
子
さ
ん

　「頼
り
に
な
る
と
こ
ろ
」

パ
ー
ト
ナ
ー
に
直
し
て
ほ
し
い
と
こ
ろ
は
あ
り
ま
す
か
？

俊
一
さ
ん

　
　「叱
る
と
こ
ろ
」

二
三
子
さ
ん

　「何
で
も
大
事
に
と
っ
て
お
く
と
こ
ろ
」

奥
様
が
作
る
料
理
で
一
番
好
き
な
も
の
は
何
で
す
か
？

奥
様
の
得
意
料
理
は
？

俊
一
さ
ん
・
二
三
子
さ
ん

　「郷
土
料
理
」

趣
味
は
？

俊
一
さ
ん
・
二
三
子
さ
ん

　「映
画
鑑
賞
・
農
業
」

パ
ー
ト
ナ
ー
に
一
言
！

俊
一
さ
ん

　
　「以
前
よ
り
叱
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
」

二
三
子
さ
ん

　「こ
れ
か
ら
も
健
康
に
気
を
つ
け
て
長
生
き
し
て

　
　
　
　
　
　

  

欲
し
い
」                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                          

昭和49年10月26日 ご結婚
上平
地域 大鋸屋

地域

平
地域

野
宇
大
介 
職
員

社
会
人
の
た
め
の

社
会
人
の
た
め
の

日
本
語
検
定

日
本
語
検
定

日
本
語
検
定

日
本
語
検
定

●
出
題
：
特
定
非
営
利
活
動
法
人

　
　
　
　日
本
語
検
定
委
員
会

五
箇
山
支
店

平成29年
入組 日本語検定

公式キャラクター にほごん

▲5月25日の花いっぱい運動
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ん 

知
花
さ
ん

 

か
え
で

や
す

　ひ
と

我
が
家
の
ア
イ
ド
ル

我
が
家
の
ア
イ
ド
ル

仲
良
し
ご
夫
婦

仲
良
し
ご
夫
婦

み
ん
な
広
場

の

み
ん
な
広
場

の
パ
ー
ト
ナ
ー
の
好
き
な
と
こ
ろ
は
ど
こ
で
す
か
？

俊
一
さ
ん

　
　「何
で
も
聞
い
て
く
れ
る
と
こ
ろ
」

二
三
子
さ
ん

　「頼
り
に
な
る
と
こ
ろ
」

パ
ー
ト
ナ
ー
に
直
し
て
ほ
し
い
と
こ
ろ
は
あ
り
ま
す
か
？

俊
一
さ
ん

　
　「叱
る
と
こ
ろ
」

二
三
子
さ
ん

　「何
で
も
大
事
に
と
っ
て
お
く
と
こ
ろ
」

奥
様
が
作
る
料
理
で
一
番
好
き
な
も
の
は
何
で
す
か
？

奥
様
の
得
意
料
理
は
？

俊
一
さ
ん
・
二
三
子
さ
ん

　「郷
土
料
理
」

趣
味
は
？

俊
一
さ
ん
・
二
三
子
さ
ん

　「映
画
鑑
賞
・
農
業
」

パ
ー
ト
ナ
ー
に
一
言
！

俊
一
さ
ん

　
　「以
前
よ
り
叱
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
」

二
三
子
さ
ん

　「こ
れ
か
ら
も
健
康
に
気
を
つ
け
て
長
生
き
し
て

　
　
　
　
　
　

  

欲
し
い
」                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                          

昭和49年10月26日 ご結婚
上平
地域 大鋸屋

地域

平
地域

野
宇
大
介 

職
員

社
会
人
の
た
め
の

社
会
人
の
た
め
の

日
本
語
検
定

日
本
語
検
定

日
本
語
検
定

日
本
語
検
定

●
出
題
：
特
定
非
営
利
活
動
法
人

　
　
　
　日
本
語
検
定
委
員
会

五
箇
山
支
店

平成29年
入組 日本語検定

公式キャラクター にほごん

▲5月25日の花いっぱい運動
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❖ 

梅
の
実
句
会

菜
園
は
老
の
楽
園
茄
子
植
え
る
　
　

本
題
へ
戻
す
幹
事
の
咳
払
い
　
　
　

お
朝
事
の
鐘
を
聞
き
つ
つ
草
を
引
く

母
の
日
や
笑
一
番
プ
レ
ゼ
ン
ト
　
　

田
水
貼
る
水
は
平
ら
に
光
り
け
り
　

更
衣
一
番
似
合
ふ
野
良
着
か
な
　
　

❖ 

わ
か
ば
句
会

賜
は
り
し
令
和
元
年
祭
宿
　
　
　
　

鯉
の
ぼ
り
風
さ
へ
あ
れ
ば
機
嫌
良
し

か
ら
こ
ろ
と
下
駄
音
ひ
び
き
宵
祭
　

露
天
湯
に
揺
れ
ど
ほ
し
な
る
夏
の
月

❖ 

寿
　
　
句
会

笛
太
鼓
稽
古
の
夜
の
町
薄
暑
　
　
　
　

青
天
に
広
が
る
柿
の
若
葉
か
な
　
　
　

植
ゑ
替
へ
し
ば
か
り
を
ま
た
も
根
切
虫

目
の
前
を
行
き
つ
戻
り
つ
春
の
蝿
　
　

街
路
樹
の
紅
白
で
あ
り
花
水
木
　
　
　

居
合
わ
せ
る
人
に
ガ
イ
ド
の
山
車
祭
　

病
窓
を
か
す
め
燕
の
宙
返
り
　
　
　
　

帰
る
娘
を
見
送
る
列
車
春
惜
し
む
　
　

老
鶯
や
遠
く
に
聞
こ
ゆ
鹿
威
し
　
　
　

連
休
を
う
ま
く
利
用
し
田
植
か
な
　

　

❖ 

利
波
川
社
句
会

親
つ
ば
め
尚
も
出
て
行
く
夕
間
暮
れ
　

牡
丹
の
は
な
び
ら
落
ち
て
重
な
れ
り
　

屋
敷
林
枝
打
ち
を
へ
て
風
五
月
　
　
　

晴
れ
渡
る
立
山
の
峰
桐
の
花
　
　
　
　

抱
き
上
げ
し
児
の
揺
ら
し
て
や
藤
の
花

曳
山
車
の
押
し
手
曳
手
の
法
被
衆
　
　

雨
模
様
低
空
飛
行
つ
ば
く
ら
め
　
　
　

❖ 

ク
ロ
ー
バ
ー
句
会

春
闌
け
る
南
砺
の
裾
の
水
豊
か
　
　
　

ま
さ
を
な
る
空
を
つ
ん
つ
ん
麦
の
禾
　

春
耕
の
毎
日
通
ふ
一
本
道
　
　
　
　
　

ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
て
眩
し
き
若
葉
騒
　

夏
立
て
り
足
元
軽
く
二
人
連
れ
　
　
　

早
苗
田
や
傘
寿
の
母
は
生
き
字
引
　
　

熊
除
け
の
ラ
ジ
オ
に
マ
ー
チ
夏
わ
ら
び

短
夜
の
全
文
消
去
の
指
一
本
　
　
　
　

貞

　子

昭

　代

喜
美
女

志
美
枝

　孝
日
登
美

欣

　正

友

　之

香

　織

未

　知

昭

　生

秀

　子

光

　子

忠

　代

千
恵
子

敏

　子

み
の
り

玲

　子

美
智
子

み
つ
子

　達
不

　二

淑

　枝

や
す
子

純

　尚

清

　美

正

　美

文

　子

悦

　子

志

　子

茂

　美

汀
留
子

真
理
子

孝

　臣

城

　子

高
齢
者
の
集
い

福 祉 課福 祉 課こんにちは ですこんにちは です

第
１
回
や
す
ん
ご
と
会

　
令
和
1
年
度
「
や
す
ん
ご
と
会
」
開
講
式
を
5
月
16
日
、

東
部
支
店
に
お
い
て
開
催
し
、
会
員
20
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
開
講
式
の
あ
と
、「
高
齢
者
の
交
通
安
全
と
特
殊
詐
欺
」

の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
鑑
賞
し
、
城
端
交
番
の
尾
畑
光
広
氏
か
ら
、

安
全
運
転
を
し
よ
う
と
思
っ
て
い
て
も
年
齢
を
重
ね
る
と

体
が
つ
い
て
い
か
な
い
こ
と
が
あ
る
こ
と
、
オ
レ
オ
レ
詐

欺
の
電
話
に
は
家
族
で
事
前
に
決
め
て
お
い
た
合
言
葉
を

使
っ
て
身
を
守
っ
て
ほ
し
い
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
午
後
か
ら
は
り
ん
ご
の
唄
・
き
よ
し
の
ズ
ン
ド
コ
体
操

で
身
体
を
ほ
ぐ
し
た
後
、
言
葉
の
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
を
行
い
、

言
い
間
違
い
し
な
が
ら
も
、
皆
さ
ん
一
所
懸
命
に
声
を
出

し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
会
員
皆
で
円
に
な
り
、
割
り
ば
し

を
使
っ
て
大
き
な
フ
ェ
ル
ト
リ
ン
グ
を
お
隣
さ
ん
に
渡
す

ゲ
ー
ム
で
は
、
割
り
ば
し
か
ら
リ
ン
グ
が
落
ち
て
受
け
渡

し
が
止
ま
る
度
に
大
笑
い
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

5
月
19
日

　蓑
谷
地
区

男
性
1
人

　女
性
10
人

　
久
し
ぶ
り
に
皆
さ
ん
の
元
気
な
顔
が

見
ら
れ
楽
し
く
会
話
も
は
ず
み
ま
し

た
。
体
操
の
あ
と
、
サ
イ
コ
ロ
ゲ
ー
ム

を
し
ま
し
た
。
サ
イ
コ
ロ
の
目
の
質
問

に
答
え
る
場
面
で
は
、
昔
の
楽
し
か
っ

た
思
い
出
を
語
ら
れ
た
り
、
お
互
い
に

肩
も
み
を
し
た
り
し
て
楽
し
い
時
間
を

過
ご
し
ま
し
た
。

色
あ
て
ゲ
ー
ム
で
は
、
皆
さ
ん
上
手
に

「
緑
、
赤
、
青
」
と
答
え
ら
れ
、
頭
の
回

転
が
速
く
感
心
し
ま
し
た
。

お
友
達
も
誘
っ
て
皆
で

楽
し
み
ま
せ
ん
か
？

次
回
は
7
月
18
日

フ
ラ
ダ
ン
ス
レ
イ
花
作
り
で
す
。

（
レ
イ
は
8
月
22
日
の
や
す
ん
ご

と
会
で
使
用
し
ま
す
）

 

会
　
　
費
　 

１
回
　
５
０
０
円

 

お
申
込
み
　 

福
祉
課
　

　
　
　
　
　  

６
２

－

８
５
８
８

▲フェルトでつくった柔らかいリングをお隣さんへ落とさないよう渡します▲

▲おなじみの体操1.2.3 ！

城端交番の尾畑光広氏▶

▲オレオレ詐欺には決まった合言葉を使って
　撃退する方法に一同納得の表情

開講式
―

所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
の

　
　
　
　予
定
納
税―
―

所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
の

　
　
　
　予
定
納
税―

御隠居と熊さんの

税金こばなし¥

砺
波
税
務
署

熊
さ
ん
…
御
隠
居
、税
務
署
か
ら
「
予
定
納
税
額
の
通
知
書
」
が
届
い
た
で
や
ん
す
。
予
定
納
税
っ

て
何
で
や
ん
す
か
？

御
隠
居
…
予
定
納
税
と
は
、
前
年
分
の
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
の
確
定
申
告
に
基
づ
き
計

算
し
た
予
定
納
税
基
準
額
（
申
告
納
税
額
）
が
15
万
円
以
上
と
な
る
場
合
に
、
原
則

そ
の
１
／
３
相
当
額
を
そ
れ
ぞ
れ
７
月
（
第
一
期
分
）
と
11
月
（
第
二
期
分
）
に
納

め
る
こ
と
を
い
う
の
じ
ゃ
。

熊
さ
ん
…
今
年
（
２
０
１
９
年
分
）
の
所
得
税
を
７
月
と
11
月
に
納
め
て
、
確
定
申
告
で
も
う
一

度
納
め
る
と
二
重
に
納
め
る
こ
と
に
な
り
や
せ
ん
か
？

御
隠
居
…
熊
さ
ん
、
そ
う
で
は
な
い
ん
じ
ゃ
。
予
定
納
税
で
納
め
た
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得

税
は
、
確
定
申
告
で
精
算
す
る
こ
と
に
な
る
の
じ
ゃ
。

熊
さ
ん
…
と
い
う
と
、
確
定
申
告
の
と
き
に
は
、
算
出
し
た
税
額
か
ら
予
定
納
税
額
を
差
し
引
く

ん
で
や
ん
す
ね
。

御
隠
居
…
そ
の
通
り
じ
ゃ
。
差
し
引
い
た
残
り
が
来
年
の
確
定
申
告
の
時
に
納
め
る
額
に
な

る
の
じ
ゃ
。
逆
に
、
算
出
し
た
税
額
よ
り
予
定
納
税
額
が
多
い
と
き
に
は
、
予
定

納
税
で
納
め
た
税
金
か
ら
納
め
す
ぎ
と
な
っ
た
額
が
還
付
さ
れ
る
ん
じ
ゃ
。

熊
さ
ん
…
そ
う
い
え
ば
、
八
っ
つ
あ
ん
と
こ
が
、
業
績
不
振
で
昨
年
ほ
ど
の
所
得
が
見
込
め
な
い

と
言
っ
て
る
で
や
ん
す
が
・
・
・

御
隠
居
…
そ
れ
は
、
大
変
じ
ゃ
の
う
。
廃
業
や
休
業
、
業
況
不
振
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
６
月
30

日
の
現
況
で
、
今
年
（
２
０
１
９
年
分
）
の
「
申
告
納
税
見
積
額
」（
年
間
所
得
や
所

得
控
除
な
ど
を
見
積
も
っ
て
計
算
し
た
税
額
）」
が
、
税
務
署
か
ら
通
知
さ
れ
て
い
る

「
予
定
納
税
基
準
額
」
よ
り
も
少
な
く
な
る
と
見
込
ま
れ
る
場
合
は
、
予
定
納
税
額
の

減
額
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
ぞ
。

熊
さ
ん
…
減
額
を
申
請
す
る
と
は
、
ど
ん
な
手
続
を
す
る
で
や
ん
す
か
？

御
隠
居
…
第
一
期
分
の
予
定
納
税
の
減
額
を
申
請
す
る
場
合
は
、
７
月
16
日
（
火
）
ま
で
に
「
予

定
納
税
額
の
減
額
申
請
書
」
を
税
務
署
に
提
出
す
る
の
じ
ゃ
。
税
務
署
は
そ
の
申
請

に
つ
い
て
承
認
、
一
部
承
認
又
は
却
下
の
い
ず
れ
か
を
決
定
し
て
、
そ
の
結
果
を
書

面
で
知
ら
せ
て
く
る
の
じ
ゃ
。

熊
さ
ん
…
承
認
さ
れ
る
と
予
定
納
税
額
が
減
額
さ
れ
る
ん
で
や
ん
す
ね
。
さ
っ
そ
く
八
っ
あ
ん
に

教
え
て
く
る
で
や
ん
す
。

御
隠
居
…
予
定
納
税
を
納
付
す
る
場
合
の
納
付
期
限
は
第
一
期
が
７
月
31
日
（
水
）
じ
ゃ
よ
。
納

付
が
遅
れ
る
と
期
限
の
翌
日
か
ら
納
付
の
日
ま
で
延
滞
税
が
か
か
る
場
合
が
あ
る
か

ら
注
意
が
必
要
じ
ゃ
。

熊
さ
ん
…
そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
は
、便
利
で
安
心
な
振
替
納
税
を
利
用
す
る
こ
と
で
や
ん
す
ね
。

御
隠
居
…
そ
う
じ
ゃ
、
熊
さ
ん
も
た
ま
に
は
う
ま
い
事
を
言
う
の
ぅ
。

熊
さ
ん
…
御
隠
居
、
た
ま
に
は
だ
な
ん
て
、
そ
れ
は
な
い
で
や
ん
す
。
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茄
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事
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光
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葉
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な
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熊
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友
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香

　織

未

　知

昭

　生

秀

　子

光

　子

忠

　代

千
恵
子

敏

　子

み
の
り

玲

　子

美
智
子

み
つ
子

　達
不

　二

淑

　枝

や
す
子

純

　尚

清

　美

正

　美

文

　子

悦

　子

志

　子

茂

　美

汀
留
子

真
理
子

孝

　臣

城

　子

高
齢
者
の
集
い

福 祉 課福 祉 課こんにちは ですこんにちは です

第
１
回
や
す
ん
ご
と
会

　
令
和
1
年
度
「
や
す
ん
ご
と
会
」
開
講
式
を
5
月
16
日
、

東
部
支
店
に
お
い
て
開
催
し
、
会
員
20
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
開
講
式
の
あ
と
、「
高
齢
者
の
交
通
安
全
と
特
殊
詐
欺
」

の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
鑑
賞
し
、
城
端
交
番
の
尾
畑
光
広
氏
か
ら
、

安
全
運
転
を
し
よ
う
と
思
っ
て
い
て
も
年
齢
を
重
ね
る
と

体
が
つ
い
て
い
か
な
い
こ
と
が
あ
る
こ
と
、
オ
レ
オ
レ
詐

欺
の
電
話
に
は
家
族
で
事
前
に
決
め
て
お
い
た
合
言
葉
を

使
っ
て
身
を
守
っ
て
ほ
し
い
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
午
後
か
ら
は
り
ん
ご
の
唄
・
き
よ
し
の
ズ
ン
ド
コ
体
操

で
身
体
を
ほ
ぐ
し
た
後
、
言
葉
の
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
を
行
い
、

言
い
間
違
い
し
な
が
ら
も
、
皆
さ
ん
一
所
懸
命
に
声
を
出

し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
会
員
皆
で
円
に
な
り
、
割
り
ば
し

を
使
っ
て
大
き
な
フ
ェ
ル
ト
リ
ン
グ
を
お
隣
さ
ん
に
渡
す

ゲ
ー
ム
で
は
、
割
り
ば
し
か
ら
リ
ン
グ
が
落
ち
て
受
け
渡

し
が
止
ま
る
度
に
大
笑
い
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

5
月
19
日

　蓑
谷
地
区

男
性
1
人

　女
性
10
人

　
久
し
ぶ
り
に
皆
さ
ん
の
元
気
な
顔
が

見
ら
れ
楽
し
く
会
話
も
は
ず
み
ま
し

た
。
体
操
の
あ
と
、
サ
イ
コ
ロ
ゲ
ー
ム

を
し
ま
し
た
。
サ
イ
コ
ロ
の
目
の
質
問

に
答
え
る
場
面
で
は
、
昔
の
楽
し
か
っ

た
思
い
出
を
語
ら
れ
た
り
、
お
互
い
に

肩
も
み
を
し
た
り
し
て
楽
し
い
時
間
を

過
ご
し
ま
し
た
。

色
あ
て
ゲ
ー
ム
で
は
、
皆
さ
ん
上
手
に

「
緑
、
赤
、
青
」
と
答
え
ら
れ
、
頭
の
回

転
が
速
く
感
心
し
ま
し
た
。

お
友
達
も
誘
っ
て
皆
で

楽
し
み
ま
せ
ん
か
？

次
回
は
7
月
18
日

フ
ラ
ダ
ン
ス
レ
イ
花
作
り
で
す
。

（
レ
イ
は
8
月
22
日
の
や
す
ん
ご

と
会
で
使
用
し
ま
す
）

 

会
　
　
費
　 

１
回
　
５
０
０
円

 

お
申
込
み
　 

福
祉
課
　

　
　
　
　
　  

６
２

－

８
５
８
８

▲フェルトでつくった柔らかいリングをお隣さんへ落とさないよう渡します▲

▲おなじみの体操1.2.3 ！

城端交番の尾畑光広氏▶

▲オレオレ詐欺には決まった合言葉を使って
　撃退する方法に一同納得の表情

開講式

―

所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
の

　
　
　
　予
定
納
税―

―

所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
の

　
　
　
　予
定
納
税―

御隠居と熊さんの

税金こばなし¥

砺
波
税
務
署

熊
さ
ん
…
御
隠
居
、税
務
署
か
ら
「
予
定
納
税
額
の
通
知
書
」
が
届
い
た
で
や
ん
す
。
予
定
納
税
っ

て
何
で
や
ん
す
か
？

御
隠
居
…
予
定
納
税
と
は
、
前
年
分
の
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
の
確
定
申
告
に
基
づ
き
計

算
し
た
予
定
納
税
基
準
額
（
申
告
納
税
額
）
が
15
万
円
以
上
と
な
る
場
合
に
、
原
則

そ
の
１
／
３
相
当
額
を
そ
れ
ぞ
れ
７
月
（
第
一
期
分
）
と
11
月
（
第
二
期
分
）
に
納

め
る
こ
と
を
い
う
の
じ
ゃ
。

熊
さ
ん
…
今
年
（
２
０
１
９
年
分
）
の
所
得
税
を
７
月
と
11
月
に
納
め
て
、
確
定
申
告
で
も
う
一

度
納
め
る
と
二
重
に
納
め
る
こ
と
に
な
り
や
せ
ん
か
？

御
隠
居
…
熊
さ
ん
、
そ
う
で
は
な
い
ん
じ
ゃ
。
予
定
納
税
で
納
め
た
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得

税
は
、
確
定
申
告
で
精
算
す
る
こ
と
に
な
る
の
じ
ゃ
。

熊
さ
ん
…
と
い
う
と
、
確
定
申
告
の
と
き
に
は
、
算
出
し
た
税
額
か
ら
予
定
納
税
額
を
差
し
引
く

ん
で
や
ん
す
ね
。

御
隠
居
…
そ
の
通
り
じ
ゃ
。
差
し
引
い
た
残
り
が
来
年
の
確
定
申
告
の
時
に
納
め
る
額
に
な

る
の
じ
ゃ
。
逆
に
、
算
出
し
た
税
額
よ
り
予
定
納
税
額
が
多
い
と
き
に
は
、
予
定

納
税
で
納
め
た
税
金
か
ら
納
め
す
ぎ
と
な
っ
た
額
が
還
付
さ
れ
る
ん
じ
ゃ
。

熊
さ
ん
…
そ
う
い
え
ば
、
八
っ
つ
あ
ん
と
こ
が
、
業
績
不
振
で
昨
年
ほ
ど
の
所
得
が
見
込
め
な
い

と
言
っ
て
る
で
や
ん
す
が
・
・
・

御
隠
居
…
そ
れ
は
、
大
変
じ
ゃ
の
う
。
廃
業
や
休
業
、
業
況
不
振
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
６
月
30

日
の
現
況
で
、
今
年
（
２
０
１
９
年
分
）
の
「
申
告
納
税
見
積
額
」（
年
間
所
得
や
所

得
控
除
な
ど
を
見
積
も
っ
て
計
算
し
た
税
額
）」
が
、
税
務
署
か
ら
通
知
さ
れ
て
い
る

「
予
定
納
税
基
準
額
」
よ
り
も
少
な
く
な
る
と
見
込
ま
れ
る
場
合
は
、
予
定
納
税
額
の

減
額
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
ぞ
。

熊
さ
ん
…
減
額
を
申
請
す
る
と
は
、
ど
ん
な
手
続
を
す
る
で
や
ん
す
か
？

御
隠
居
…
第
一
期
分
の
予
定
納
税
の
減
額
を
申
請
す
る
場
合
は
、
７
月
16
日
（
火
）
ま
で
に
「
予

定
納
税
額
の
減
額
申
請
書
」
を
税
務
署
に
提
出
す
る
の
じ
ゃ
。
税
務
署
は
そ
の
申
請

に
つ
い
て
承
認
、
一
部
承
認
又
は
却
下
の
い
ず
れ
か
を
決
定
し
て
、
そ
の
結
果
を
書

面
で
知
ら
せ
て
く
る
の
じ
ゃ
。

熊
さ
ん
…
承
認
さ
れ
る
と
予
定
納
税
額
が
減
額
さ
れ
る
ん
で
や
ん
す
ね
。
さ
っ
そ
く
八
っ
あ
ん
に

教
え
て
く
る
で
や
ん
す
。

御
隠
居
…
予
定
納
税
を
納
付
す
る
場
合
の
納
付
期
限
は
第
一
期
が
７
月
31
日
（
水
）
じ
ゃ
よ
。
納

付
が
遅
れ
る
と
期
限
の
翌
日
か
ら
納
付
の
日
ま
で
延
滞
税
が
か
か
る
場
合
が
あ
る
か

ら
注
意
が
必
要
じ
ゃ
。

熊
さ
ん
…
そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
は
、便
利
で
安
心
な
振
替
納
税
を
利
用
す
る
こ
と
で
や
ん
す
ね
。

御
隠
居
…
そ
う
じ
ゃ
、
熊
さ
ん
も
た
ま
に
は
う
ま
い
事
を
言
う
の
ぅ
。

熊
さ
ん
…
御
隠
居
、
た
ま
に
は
だ
な
ん
て
、
そ
れ
は
な
い
で
や
ん
す
。
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お問合せ　融資運用課　TEL 62-4124　お問合せ　オートパルなんと　TEL62-3571
▲オートパルなんとでの展示会

今年はセフレ店駐車場で開催！

日　時　 8月25日（日）
　　　　8:30～13：00
会　場　本店　融資運用課
　　　　南砺市金戸268番地の1会　場　Ａコープなんとセフレ店駐車場

   　　　南砺市野田52

日　時　 7月27・28日
　　　　10：00～17：00

住宅ローン
　マイカーロー

ン

　　教育ローン
随時相談受付中
ご来場お待ちしています
随時相談受付中
ご来場お待ちしています

ご来場者にオイル
交換割引チケット
プレゼント！

ご来場者にオイル
交換割引チケット
プレゼント！

休日のローン相談会休日のローン相談会
自動車展示会自動車展示会

お問い合わせは支店窓口・金融渉外担当者へ

個人のお客様　新規お預入2０万円以上

定期貯金サマーキャンペーン
7月1日㊊～８月30日㊎ ご契約者様には下記粗品から１点を進呈

※数量に限りがありますので、ご希望に添えない場合があります。
予めご了承ください。

（書替継続は含みません）　　期間：1年

さらに
給与振込・年金・ＪＡカー
ド・ネットバンクの中から
いずれかを新規で申込いた
だいた方は、無菌包装米飯
(赤飯)1個プレゼント！

南砺市指定
プラスチック製容器
包装専用袋大

（４５ ℓ１０枚入）

台所用洗剤JOY
1本

（P＆Ｇ 190ml）

営業時間

セフレは７月休まず営業します。

　月・火･･･｢95円均一の日｣　 金　･･･「たまごの日」
　　水　　 ｢アイスクリームの日」　土　　 ｢牛 乳 の 日」
　　　　　 ｢冷凍食品の日｣　　　  　 ｢パ ン の 日｣
　　木　･･･｢とうふの日 ｣　  日　･･･｢お 米 の 日｣　

････････････

●セフレの｢ひまわり特価市｣７月度企画
当店は、毎曜日「特別価格」にてご奉仕いたしております。

●お中元ギフト無料宅配セール

実施期間　7月1日（月）～31日（水）
・沖縄・離島は除きます。
・クール便扱い品は別途料金になります。
・2800円（税込）以上のギフト商品に限ります。
※詳細は、店内ポスター・チラシをご参照下さい。

●土用の丑の日セール

 実 施 日　7月27日(土)
土用の丑の日は鰻を食べよう！
※詳細は、店内ポスター・チラシをご参照下さい。

【人事異動】　令和 1年 6月17日付
●異動　中道　勲【新職務】監査室監査課課長代理（嘱託）　　　　　　　 【旧職務】総合企画室総務課付け（課長代理待遇、嘱託、（株）リーフ出向）
●異動　麿伊良一【新職務】総合企画室総務課付け（課長代理待遇、嘱託、（株）リーフ出向）　【旧職務】総合企画室総務課付け（嘱託、（株）リーフ出向）

ＪＡインフォメーションＪＡインフォメーションＪＡインフォメーション ＪＡインフォメーションＪＡインフォメーションＪＡインフォメーションＪＡインフォメーションＪＡインフォメーションＪＡインフォメーション

新
時
代
の
幕
開
け
、

日
本
の
ス
マ
ー
ト
農
業
。

小型農機から大型農機まで一堂に展示

7/6（土）
14:30～

7/7（日）
①11:30～
②14:30～

コンプレッサー クマムシ

お笑いマジックショー お笑いライブ

76 （テクノホール）富山市友杉1682
富山産業展示館
9：00～16：00開催日 時 間

場 所

両日先着
500名様

オリジナルグッズ
プレゼント！

●メーカー別展示 ●生産資材コスト低減 ●ミニ耕耘機実演 ●小物販売 ●営農
●ドローン ●共済相談 ●資金相談 ●リース相談 ●健康相談　他

第37回 農業機械総合大展示会

富山商業高校應援部 
MARBLES

7/6（土）
11：30～

高校生による華麗な
チアリーディング

詳しくは裏面へ

新
時
代
の
幕
開
け
、

日
本
の
ス
マ
ー
ト
農
業
。

小型農機から大型農機まで一堂に展示

7/6（土）
14:30～

7/7（日）
①11:30～
②14:30～

コンプレッサー クマムシ

お笑いマジックショー お笑いライブ

76 （テクノホール）富山市友杉1682
富山産業展示館
9：00～16：00開催日 時 間

場 所

両日先着
500名様

オリジナルグッズ
プレゼント！

●メーカー別展示 ●生産資材コスト低減 ●ミニ耕耘機実演 ●小物販売 ●営農
●ドローン ●共済相談 ●資金相談 ●リース相談 ●健康相談　他

第37回 農業機械総合大展示会

富山商業高校應援部 
MARBLES

7/6（土）
11：30～

高校生による華麗な
チアリーディング

詳しくは裏面へ

新
時
代
の
幕
開
け
、

日
本
の
ス
マ
ー
ト
農
業
。

小型農機から大型農機まで一堂に展示

7/6（土）
14:30～

7/7（日）
①11:30～
②14:30～

コンプレッサー クマムシ

お笑いマジックショー お笑いライブ

76 （テクノホール）富山市友杉1682
富山産業展示館
9：00～16：00開催日 時 間

場 所

両日先着
500名様

オリジナルグッズ
プレゼント！

●メーカー別展示 ●生産資材コスト低減 ●ミニ耕耘機実演 ●小物販売 ●営農
●ドローン ●共済相談 ●資金相談 ●リース相談 ●健康相談　他

第37回 農業機械総合大展示会

富山商業高校應援部 
MARBLES

7/6（土）
11：30～

高校生による華麗な
チアリーディング

詳しくは裏面へ

小型農機から大型農機まで一堂に展示
特設コーナー　●メーカー別展示●生
産資材コスト低減●ミニ耕耘機実演●小
物販売●営農●ドローン●共済相談●
資金相談●リース相談●健康相談、他

JAグループ・JA全農とやま

162019年 7月号17 2019年 7月号



お問合せ　融資運用課　TEL 62-4124　お問合せ　オートパルなんと　TEL62-3571
▲オートパルなんとでの展示会

今年はセフレ店駐車場で開催！

日　時　 8月25日（日）
　　　　8:30～13：00
会　場　本店　融資運用課
　　　　南砺市金戸268番地の1会　場　Ａコープなんとセフレ店駐車場

   　　　南砺市野田52

日　時　 7月27・28日
　　　　10：00～17：00

住宅ローン
　マイカーロー

ン

　　教育ローン
随時相談受付中
ご来場お待ちしています
随時相談受付中
ご来場お待ちしています

ご来場者にオイル
交換割引チケット
プレゼント！

ご来場者にオイル
交換割引チケット
プレゼント！

休日のローン相談会休日のローン相談会
自動車展示会自動車展示会

お問い合わせは支店窓口・金融渉外担当者へ

個人のお客様　新規お預入2０万円以上

定期貯金サマーキャンペーン
7月1日㊊～８月30日㊎ ご契約者様には下記粗品から１点を進呈

※数量に限りがありますので、ご希望に添えない場合があります。
予めご了承ください。

（書替継続は含みません）　　期間：1年

さらに
給与振込・年金・ＪＡカー
ド・ネットバンクの中から
いずれかを新規で申込いた
だいた方は、無菌包装米飯
(赤飯)1個プレゼント！

南砺市指定
プラスチック製容器
包装専用袋大

（４５ ℓ１０枚入）

台所用洗剤JOY
1本

（P＆Ｇ 190ml）

営業時間

セフレは７月休まず営業します。

　月・火･･･｢95円均一の日｣　 金　･･･「たまごの日」
　　水　　 ｢アイスクリームの日」　土　　 ｢牛 乳 の 日」
　　　　　 ｢冷凍食品の日｣　　　  　 ｢パ ン の 日｣
　　木　･･･｢とうふの日 ｣　  日　･･･｢お 米 の 日｣　

････････････

●セフレの｢ひまわり特価市｣７月度企画
当店は、毎曜日「特別価格」にてご奉仕いたしております。

●お中元ギフト無料宅配セール

実施期間　7月1日（月）～31日（水）
・沖縄・離島は除きます。
・クール便扱い品は別途料金になります。
・2800円（税込）以上のギフト商品に限ります。
※詳細は、店内ポスター・チラシをご参照下さい。

●土用の丑の日セール

 実 施 日　7月27日(土)
土用の丑の日は鰻を食べよう！
※詳細は、店内ポスター・チラシをご参照下さい。

【人事異動】　令和 1年 6月17日付
●異動　中道　勲【新職務】監査室監査課課長代理（嘱託）　　　　　　　 【旧職務】総合企画室総務課付け（課長代理待遇、嘱託、（株）リーフ出向）
●異動　麿伊良一【新職務】総合企画室総務課付け（課長代理待遇、嘱託、（株）リーフ出向）　【旧職務】総合企画室総務課付け（嘱託、（株）リーフ出向）

ＪＡインフォメーションＪＡインフォメーションＪＡインフォメーション ＪＡインフォメーションＪＡインフォメーションＪＡインフォメーションＪＡインフォメーションＪＡインフォメーションＪＡインフォメーション

新
時
代
の
幕
開
け
、

日
本
の
ス
マ
ー
ト
農
業
。

小 型 農 機から大型農機まで一堂に展示

7/6（土）
14:30～

7/7（日）
①11:30～
②14:30～

コンプレッサー クマムシ

お笑いマジックショー お笑いライブ

76 （テクノホール）富山市友杉1682
富山産業展示館
9：00～16：00開催日 時 間

場 所

両日先着
500名様

オリジナルグッズ
プレゼント！

●メーカー別展示 ●生産資材コスト低減 ●ミニ耕耘機実演 ●小物販売 ●営農
●ドローン ●共済相談 ●資金相談 ●リース相談 ●健康相談　他

第37回 農業機械総合大展示会

富山商業高校應援部 
MARBLES

7/6（土）
11：30～

高校生による華麗な
チアリーディング

詳しくは裏面へ

新
時
代
の
幕
開
け
、

日
本
の
ス
マ
ー
ト
農
業
。

小型農機から大型農機まで一堂に展示

7/6（土）
14:30～

7/7（日）
①11:30～
②14:30～

コンプレッサー クマムシ

お笑いマジックショー お笑いライブ

76 （テクノホール）富山市友杉1682
富山産業展示館
9：00～16：00開催日 時 間

場 所

両日先着
500名様

オリジナルグッズ
プレゼント！

●メーカー別展示 ●生産資材コスト低減 ●ミニ耕耘機実演 ●小物販売 ●営農
●ドローン ●共済相談 ●資金相談 ●リース相談 ●健康相談　他

第37回 農業機械総合大展示会

富山商業高校應援部 
MARBLES

7/6（土）
11：30～

高校生による華麗な
チアリーディング

詳しくは裏面へ

新
時
代
の
幕
開
け
、

日
本
の
ス
マ
ー
ト
農
業
。

小型農機から大型農機まで一堂に展示

7/6（土）
14:30～

7/7（日）
①11:30～
②14:30～

コンプレッサー クマムシ

お笑いマジックショー お笑いライブ

76 （テクノホール）富山市友杉1682
富山産業展示館
9：00～16：00開催日 時 間

場 所

両日先着
500名様

オリジナルグッズ
プレゼント！

●メーカー別展示 ●生産資材コスト低減 ●ミニ耕耘機実演 ●小物販売 ●営農
●ドローン ●共済相談 ●資金相談 ●リース相談 ●健康相談　他

第37回 農業機械総合大展示会

富山商業高校應援部 
MARBLES

7/6（土）
11：30～

高校生による華麗な
チアリーディング

詳しくは裏面へ

小型農機から大型農機まで一堂に展示
特設コーナー　●メーカー別展示●生
産資材コスト低減●ミニ耕耘機実演●小
物販売●営農●ドローン●共済相談●
資金相談●リース相談●健康相談、他

JAグループ・JA全農とやま

162019年 7月号17 2019年 7月号
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ズ
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ＪＡインフォメーションＪＡインフォメーションＪＡインフォメーション ＪＡインフォメーションＪＡインフォメーションＪＡインフォメーションＪＡインフォメーションＪＡインフォメーションＪＡインフォメーション

審
議
事
項
は
、
左
記
の
と
お
り
で
す
。

理
事
会
報
告

第
3
回
定
例
理
事
会

　5
月
24
日
開
催

第
１
号
議
案
　
平
成
30
年
度
決
算
監
事
監
査
に
基
づ

く
回
答
に
つ
い
て

　
　
３
月
25
日
か
ら
29
日
に
か
け
て
実
施
さ
れ
た
決

算
監
査
で
指
摘
を
受
け
た
事
項
に
つ
い
て
、
改
善

意
見
を
説
明
し
承
認
さ
れ
た
。

第
２
号
議
案
　
総
代
会
の
書
面
議
決
書
賛
否
欄
の
取

扱
い
に
つ
い
て

　
　
総
代
が
書
面
を
も
っ
て
議
決
権
を
行
使
す
る
場

合
、
賛
否
表
示
欄
の
取
扱
い
を
予
め
取
り
決
め
し

て
お
く
も
の
で
、
記
載
事
例
と
提
出
期
限
を
説
明

し
承
認
さ
れ
た
。

第
３
号
議
案
　
令
和
１
年
度
産
米
の
出
荷
契
約
金
に

か
か
る
資
金
対
応
に
つ
い
て

　
　
令
和
１
年
度
産
米
の
出
荷
契
約
金
に
つ
い
て
、

内
部
資
金
に
て
対
応
す
る
こ
と
を
説
明
し
承
認
さ

れ
た
。

第
４
号
議
案
　
役
員
退
任
慰
労
金
規
程
の
条
文
解
釈

に
つ
い
て

　
　
役
員
退
任
慰
労
金
規
程
に
お
け
る
慰
労
金
贈
呈

の
原
因
と
な
る
解
釈
に
つ
い
て
過
去
の
事
例
に
従

う
こ
と
を
説
明
し
承
認
さ
れ
た
。

第
５
号
議
案
　
給
与
規
程
の
一
部
追
加
変
更
に
つ
い
て

　
　
自
宅
通
勤
が
困
難
な
こ
と
に
よ
り
住
宅
を
借
り

受
け
る
必
要
が
あ
る
職
員
に
対
し
て
、
家
賃
手
当

を
設
け
支
給
す
る
こ
と
を
説
明
し
承
認
さ
れ
た
。

第
６
号
議
案
　
組
合
員
持
分
の
出
資
口
数
の
減
少
に

つ
い
て

　
　
組
合
員
か
ら
出
資
口
数
の
減
少
の
申
出
が
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、
減
資
口
数
、
氏
名
を
告
げ
て
説
明

し
承
認
さ
れ
た
。

正組合員数 2,265人
 （▲11）
正組合員戸数 1,934戸
 （▲12）
准組合員数 1,856人
 （▲17）
准組合員戸数 1,307戸
 （▲21）
貯　金　高 631億円
 （▲14）
貸　付　高 43億円
 （0）
共済保有高 1,400億円
 （▲46）
販売品販売高 1.6億円
 （1.2）
購買品供給高 2.9億円
 （▲0.4）

ＪＡなんと

協同の成果協同の成果

Ｈ31年4月末現在

（前年同月比）

（行事予定）

月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月

火
水

木

金
土
日
月
火

水

木
金
土
日
月
火
水

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
11
12
13
14
15

16
17

18

19
20
21
22
23

24

25
26
27
28
29
30
31

北野年金友の会・総会
南山田年金友の会総会

農機フェア2019（～7日）

城信年金友の会総会

ガソリン・軽油　特売日

海の日

なんと酒米サミット2019
やすんごと会

年金友の会全地区親睦旅行（～22日）

城端区域生産組合長協議会・
営農組織代表者全体会議

ガソリン・軽油　特売日
自動車展示会　（～28日）

第5回定例理事会

附
議
議
案

附
議
議
案

報
告
事
項

報
告
事
項

①
４
月
末
経
営
実
績
及
び
事
業
の
実
施
報
告

　
　
合
計
残
高
試
算
表
、
主
要
勘
定
検
討
表
、
及
び

損
益
計
算
書
に
よ
り
実
績
報
告
を
行
っ
た
。

②
事
前
説
明
会
で
の
質
問
、
意
見
の
報
告

　
　
5
月
13
日
か
ら
3
日
間
に
か
け
て
開
催
し
た
総

代
会
事
前
説
明
会
に
お
い
て
、
総
代
か
ら
の
質
問

や
意
見
な
ど
の
報
告
を
行
っ
た
。

③
Ｊ
Ａ
財
務
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
報
告

　
　
全
中
、
農
中
が
単
位
農
協
毎
の
事
業
年
度
末
の

経
営
管
理
状
況
を
調
査
す
る
も
の
で
、
２
月
末
日

を
基
準
日
と
し
た
組
合
の
概
況
や
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
、
資
産
自
己
査
定
等
を
説
明
し
、
全
中
、
農

中
へ
報
告
す
る
と
報
告
し
た
。

④
㈱
リ
ー
フ
の
月
次
報
告

　
　
４
月
末
の
事
業
実
績
進
度
表
・
日
別
売
上
表
か

ら
実
績
を
報
告
し
た
。

⑤
ア
イ
カ
ホ
ー
ル
の
決
算
に
つ
い
て

　
　
第
17
期
に
お
け
る
貸
借
対
照
表
・
損
益
計
算
書

を
用
い
、
経
営
状
況
を
報
告
し
た
。

⑥
ふ
れ
あ
い
訪
問
の
反
響
結
果
に
つ
い
て

　
　
「
年
金
感
謝
デ
ー
終
了
の
ご
案
内
」、「
ジ
ャ
ン

ボ
か
ぼ
ち
ゃ
選
手
権
」
の
チ
ラ
シ
配
布
と
共
に
組

合
員
宅
へ
訪
問
し
、
そ
の
際
に
職
員
が
受
け
賜
っ

た
意
見
を
報
告
し
た
。

⑦
理
事
特
別
委
員
会
報
告

　
　
こ
れ
ま
で
に
信
用
事
業
検
討
及
び
生
活
事
業
検

討
・
生
活
セ
ン
タ
ー
建
設
の
特
別
委
員
会
を
そ
れ

ぞ
れ
４
回
開
催
し
、
勇
﨑
委
員
長
・
中
西
委
員
長

が
、
急
激
な
外
部
環
境
の
悪
化
に
対
応
す
べ
く
、

信
用
・
生
活
事
業
の
存
続
の
方
向
性
を
決
定
す
る

必
要
が
あ
る
と
の
認
識
の
も
と
協
議
を
し
て
き
て

お
り
、
す
み
や
か
に
決
定
す
べ
き
だ
と
の
報
告
が

あ
っ
た
。

　
（
農
）
久
保
営
農
組
合
の
大
麦
「
フ
ァ
イ
バ
ー
ス
ノ
ウ
」
の

収
穫
作
業
を
取
材
し
ま
し
た
。
同
組
合
で
は
、
圃
場
の
排
水
に

特
に
気
を
配
っ
て
栽
培
し
て
お
り
、今
年
は
特
に
天
候
が
良
く
、

品
質
が
良
さ
そ
う
と
の
こ
と
で
す
。

　
塚
田
久
俊
組
合
長
は
、「
近
年
の
継
続
雇
用
延
長
や
定
年
延
長
で
（
農
）
久
保
営
農

組
合
で
は
、
作
業
従
事
者
の
老
齢
化
が
進
み
、
こ
れ
か
ら
40
・
50
代
の
若
手
の
大
型

農
業
機
械
の
操
作
者
の
育
成
が
課
題
と
な
っ
て
く
る
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

応
募
総
数
11
名
の
う
ち
左
記
の
方
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

東
　
喜
代
志
さ
ん
　     

川
口
　
敏
子
さ
ん
　
　
　
高
桑
希
美
恵
さ
ん
　
　
（
五
十
音
順
）

①答え
②広報・ＪＡに
対する意見

③〒・住所・氏名
電話番号

〒939-18
43
南
砺
市
金
戸
二
六
八̶

一

Ｊ
Ａ
な
ん
と
総
務
課

　
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
係
行

タ
テ
�
ヨ
コ
の
そ
れ
ぞ
れ
の
マ
ス
目
に
文
字
を
入
れ
�

二
重
マ
ス
の
文
字
を
Ａ
〜
E
順
に
並
べ
て
で
き
る
言
葉

は
な
ん
で
し
�
う
か
？

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
３
名
の
方
に

「
A
コ
ー
プ
商
品
券
」
を
進
呈
し
ま
す
! !

6
月
号
の
正
解
と
当
選
者

正 

解

応
募
方
法 

締
め
切
り

タ
テ
の
キ
ー
ワ
ー
ド

①七夕に彦星と会います
②オフの反対語
③スズでめっきした鉄板。一斗缶やバ
ケツなどに用いられます
④手紙のやりとりで交流すること
⑤ナイアガラ川にあるものが有名
⑦時計を掛けたり絵を飾ったり
⑨京都市で行われる祇園祭は──神社
の祭礼です
⑪高倉健主演の映画『──の黄色いハ
ンカチ』
⑬百貨店ともいいます
⑮──は友を呼ぶ
⑯何人かでバトンをつなぐ競走
⑰息を吸うと膨らむ臓器
⑲観光、夜行、2階建てといえば

ヨコのキーワード

家
の
光   

7
月
号
の
読
み
ど
こ
ろ

　
日
本
を
代
表
す
る
〝
お
ふ
く
ろ
の

味
〞
と
い
え
ば
「
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
」
。

家
で
作
る
カ
レ
ー
な
ら
で
は
の
懐
か
し

く
て
、
ほ
っ
と
落
ち
着
く
魅
力
が
あ
り

ま
す
。
市
販
の
カ
レ
ー
ル
ウ
で
作
る

「
わ
が
家
の
カ
レ
ー
」
を
極
め
よ
う

と
、
調
理
と
味
の
プ
ロ
の
監
修
の
下
、

も
っ
と
お
い
し
く
な
る
作
り
方
と
食
べ

方
を
実
験
し
ま
し
た
。

わ
が
家
の
カ
レ
ー
大
実
験

○
各
行
事
に
お
け
る「
お
む
す
び
」の
予

約
を
承
っ
て
い
ま
す
。お
気
軽
に
お
申
し

込
み
下
さ
い
。  

（
☎
６
２

－

８
８
８
８
）

①
大
丈
夫
だ
か
ら
、
│
│
に
乗
っ
た
つ
も
り
で
待
っ

て
て
ね

④
ブ
ー
ブ
ー
と
鳴
き
ま
す

⑥
高
校
の
公
民
の
教
科
の
一
つ

⑦
新
鮮
な
空
気
を
取
り
込
ん
で
汚
れ
た
空
気
を
追
い

出
す
こ
と

⑧
お
好
み
焼
き
に
た
く
さ
ん
入
れ
る
葉
野
菜

⑩
彼
と
は
同
じ
釜
の
│
│
を
食
っ
た
仲
だ

⑫
肩
と
手
首
の
間

⑭
酸
と
混
ぜ
る
と
中
和
反
応
が
起
き
ま
す

⑰
米
国
の
50
番
目
の
州
。
南
の
島
で
す

⑱
焼
き
肉
店
の
メ
ニ
ュ
ー
で
肝
臓
の
こ
と

⑳
由
緒
あ
る
神
宮
や
夫
婦
岩
で
知
ら
れ
る
三
重
県
の
市

⑳
一
番
良
い
物
は
ベ
ス
ト
、
一
番
悪
い
物
は

表
紙
の

　 

紹
介

ヨ
ッ
テ
カ
ー
レ
城
端

７
月
の
お
む
す
び

左
記
の
要
領
で
官
製
は
が
き
に
必
要
事
項

を
明
記
し
ご
応
募
下
さ
い
。

②
の
ご
意
見
は
ど
ん
な
小
さ
な
こ
と
で
も

構
い
ま
せ
ん
の
で
お
書
き
下
さ
い
。

2
0
1
9
年
7
月
1
日（
月
） 

必
着

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

E

ア

マ

ガ

エ

ル

鰻
ちょっとリッチなおむすびを

夏バテ前にどうぞ召し上がれ!!ちょっとリッチなおむすびを

夏バテ前にどうぞ召し上がれ!!
「うなぎ蒲焼むすび」「うなぎ蒲焼むすび」「うなぎ蒲焼むすび」

「うなぎ蒲焼むすび」「うなぎ蒲焼むすび」「うなぎ蒲焼むすび」

暑い夏を迎える前に　　　　
リッチなおむすびで
夏バテ対策しませんか？
焼いたうなぎの　　　　　

は、抜群です♪　　　　
美味しいうなぎを厳選しました。
　　　　　　　　　　 をどうぞ

暑い夏を迎える前に　　　　
リッチなおむすびで
夏バテ対策しませんか？
焼いたうなぎの　　　　　

は、抜群です♪　　　　
美味しいうなぎを厳選しました。
　　　　　　　　　　 をどうぞ

香ばしさ、脂の旨み

280280円円1個1個
税込

182019年 7月号19 2019年 7月号



ク
ロ
ス
ワ
�
ド
パ
ズ
ル

ＪＡインフォメーションＪＡインフォメーションＪＡインフォメーション ＪＡインフォメーションＪＡインフォメーションＪＡインフォメーションＪＡインフォメーションＪＡインフォメーションＪＡインフォメーション

審
議
事
項
は
、
左
記
の
と
お
り
で
す
。

理
事
会
報
告

第
3
回
定
例
理
事
会

　5
月
24
日
開
催

第
１
号
議
案
　
平
成
30
年
度
決
算
監
事
監
査
に
基
づ

く
回
答
に
つ
い
て

　
　
３
月
25
日
か
ら
29
日
に
か
け
て
実
施
さ
れ
た
決

算
監
査
で
指
摘
を
受
け
た
事
項
に
つ
い
て
、
改
善

意
見
を
説
明
し
承
認
さ
れ
た
。

第
２
号
議
案
　
総
代
会
の
書
面
議
決
書
賛
否
欄
の
取

扱
い
に
つ
い
て

　
　
総
代
が
書
面
を
も
っ
て
議
決
権
を
行
使
す
る
場

合
、
賛
否
表
示
欄
の
取
扱
い
を
予
め
取
り
決
め
し

て
お
く
も
の
で
、
記
載
事
例
と
提
出
期
限
を
説
明

し
承
認
さ
れ
た
。

第
３
号
議
案
　
令
和
１
年
度
産
米
の
出
荷
契
約
金
に

か
か
る
資
金
対
応
に
つ
い
て

　
　
令
和
１
年
度
産
米
の
出
荷
契
約
金
に
つ
い
て
、

内
部
資
金
に
て
対
応
す
る
こ
と
を
説
明
し
承
認
さ

れ
た
。

第
４
号
議
案
　
役
員
退
任
慰
労
金
規
程
の
条
文
解
釈

に
つ
い
て

　
　
役
員
退
任
慰
労
金
規
程
に
お
け
る
慰
労
金
贈
呈

の
原
因
と
な
る
解
釈
に
つ
い
て
過
去
の
事
例
に
従

う
こ
と
を
説
明
し
承
認
さ
れ
た
。

第
５
号
議
案
　
給
与
規
程
の
一
部
追
加
変
更
に
つ
い
て

　
　
自
宅
通
勤
が
困
難
な
こ
と
に
よ
り
住
宅
を
借
り

受
け
る
必
要
が
あ
る
職
員
に
対
し
て
、
家
賃
手
当

を
設
け
支
給
す
る
こ
と
を
説
明
し
承
認
さ
れ
た
。

第
６
号
議
案
　
組
合
員
持
分
の
出
資
口
数
の
減
少
に

つ
い
て

　
　
組
合
員
か
ら
出
資
口
数
の
減
少
の
申
出
が
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、
減
資
口
数
、
氏
名
を
告
げ
て
説
明

し
承
認
さ
れ
た
。

正組合員数 2,265人
 （▲11）
正組合員戸数 1,934戸
 （▲12）
准組合員数 1,856人
 （▲17）
准組合員戸数 1,307戸
 （▲21）
貯　金　高 631億円
 （▲14）
貸　付　高 43億円
 （0）
共済保有高 1,400億円
 （▲46）
販売品販売高 1.6億円
 （1.2）
購買品供給高 2.9億円
 （▲0.4）

ＪＡなんと

協同の成果協同の成果

Ｈ31年4月末現在

（前年同月比）

（行事予定）

月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月

火
水

木

金
土
日
月
火

水

木
金
土
日
月
火
水

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
11
12
13
14
15

16
17

18

19
20
21
22
23

24

25
26
27
28
29
30
31

北野年金友の会・総会
南山田年金友の会総会

農機フェア2019（～7日）

城信年金友の会総会

ガソリン・軽油　特売日

海の日

なんと酒米サミット2019
やすんごと会

年金友の会全地区親睦旅行（～22日）

城端区域生産組合長協議会・
営農組織代表者全体会議

ガソリン・軽油　特売日
自動車展示会　（～28日）

第5回定例理事会

附
議
議
案

附
議
議
案

報
告
事
項

報
告
事
項

①
４
月
末
経
営
実
績
及
び
事
業
の
実
施
報
告

　
　
合
計
残
高
試
算
表
、
主
要
勘
定
検
討
表
、
及
び

損
益
計
算
書
に
よ
り
実
績
報
告
を
行
っ
た
。

②
事
前
説
明
会
で
の
質
問
、
意
見
の
報
告

　
　
5
月
13
日
か
ら
3
日
間
に
か
け
て
開
催
し
た
総

代
会
事
前
説
明
会
に
お
い
て
、
総
代
か
ら
の
質
問

や
意
見
な
ど
の
報
告
を
行
っ
た
。

③
Ｊ
Ａ
財
務
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
報
告

　
　
全
中
、
農
中
が
単
位
農
協
毎
の
事
業
年
度
末
の

経
営
管
理
状
況
を
調
査
す
る
も
の
で
、
２
月
末
日

を
基
準
日
と
し
た
組
合
の
概
況
や
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
、
資
産
自
己
査
定
等
を
説
明
し
、
全
中
、
農

中
へ
報
告
す
る
と
報
告
し
た
。

④
㈱
リ
ー
フ
の
月
次
報
告

　
　
４
月
末
の
事
業
実
績
進
度
表
・
日
別
売
上
表
か

ら
実
績
を
報
告
し
た
。

⑤
ア
イ
カ
ホ
ー
ル
の
決
算
に
つ
い
て

　
　
第
17
期
に
お
け
る
貸
借
対
照
表
・
損
益
計
算
書

を
用
い
、
経
営
状
況
を
報
告
し
た
。

⑥
ふ
れ
あ
い
訪
問
の
反
響
結
果
に
つ
い
て

　
　
「
年
金
感
謝
デ
ー
終
了
の
ご
案
内
」、「
ジ
ャ
ン

ボ
か
ぼ
ち
ゃ
選
手
権
」
の
チ
ラ
シ
配
布
と
共
に
組

合
員
宅
へ
訪
問
し
、
そ
の
際
に
職
員
が
受
け
賜
っ

た
意
見
を
報
告
し
た
。

⑦
理
事
特
別
委
員
会
報
告

　
　
こ
れ
ま
で
に
信
用
事
業
検
討
及
び
生
活
事
業
検

討
・
生
活
セ
ン
タ
ー
建
設
の
特
別
委
員
会
を
そ
れ

ぞ
れ
４
回
開
催
し
、
勇
﨑
委
員
長
・
中
西
委
員
長

が
、
急
激
な
外
部
環
境
の
悪
化
に
対
応
す
べ
く
、

信
用
・
生
活
事
業
の
存
続
の
方
向
性
を
決
定
す
る

必
要
が
あ
る
と
の
認
識
の
も
と
協
議
を
し
て
き
て

お
り
、
す
み
や
か
に
決
定
す
べ
き
だ
と
の
報
告
が

あ
っ
た
。

　
（
農
）
久
保
営
農
組
合
の
大
麦
「
フ
ァ
イ
バ
ー
ス
ノ
ウ
」
の

収
穫
作
業
を
取
材
し
ま
し
た
。
同
組
合
で
は
、
圃
場
の
排
水
に

特
に
気
を
配
っ
て
栽
培
し
て
お
り
、今
年
は
特
に
天
候
が
良
く
、

品
質
が
良
さ
そ
う
と
の
こ
と
で
す
。

　
塚
田
久
俊
組
合
長
は
、「
近
年
の
継
続
雇
用
延
長
や
定
年
延
長
で
（
農
）
久
保
営
農

組
合
で
は
、
作
業
従
事
者
の
老
齢
化
が
進
み
、
こ
れ
か
ら
40
・
50
代
の
若
手
の
大
型

農
業
機
械
の
操
作
者
の
育
成
が
課
題
と
な
っ
て
く
る
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

応
募
総
数
11
名
の
う
ち
左
記
の
方
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

東
　
喜
代
志
さ
ん
　     

川
口
　
敏
子
さ
ん
　
　
　
高
桑
希
美
恵
さ
ん
　
　
（
五
十
音
順
）

①答え
②広報・ＪＡに
対する意見

③〒・住所・氏名
電話番号

〒939-18
43
南
砺
市
金
戸
二
六
八̶

一

Ｊ
Ａ
な
ん
と
総
務
課

　
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
係
行

タ
テ
�
ヨ
コ
の
そ
れ
ぞ
れ
の
マ
ス
目
に
文
字
を
入
れ
�

二
重
マ
ス
の
文
字
を
Ａ
〜
E
順
に
並
べ
て
で
き
る
言
葉

は
な
ん
で
し
�
う
か
？

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
３
名
の
方
に

「
A
コ
ー
プ
商
品
券
」
を
進
呈
し
ま
す
! !

6
月
号
の
正
解
と
当
選
者

正 

解

応
募
方
法 

締
め
切
り

タ
テ
の
キ
ー
ワ
ー
ド

①七夕に彦星と会います
②オフの反対語
③スズでめっきした鉄板。一斗缶やバ
ケツなどに用いられます
④手紙のやりとりで交流すること
⑤ナイアガラ川にあるものが有名
⑦時計を掛けたり絵を飾ったり
⑨京都市で行われる祇園祭は──神社
の祭礼です
⑪高倉健主演の映画『──の黄色いハ
ンカチ』
⑬百貨店ともいいます
⑮──は友を呼ぶ
⑯何人かでバトンをつなぐ競走
⑰息を吸うと膨らむ臓器
⑲観光、夜行、2階建てといえば

ヨコのキーワード

家
の
光   

7
月
号
の
読
み
ど
こ
ろ

　
日
本
を
代
表
す
る
〝
お
ふ
く
ろ
の

味
〞
と
い
え
ば
「
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
」
。

家
で
作
る
カ
レ
ー
な
ら
で
は
の
懐
か
し

く
て
、
ほ
っ
と
落
ち
着
く
魅
力
が
あ
り

ま
す
。
市
販
の
カ
レ
ー
ル
ウ
で
作
る

「
わ
が
家
の
カ
レ
ー
」
を
極
め
よ
う

と
、
調
理
と
味
の
プ
ロ
の
監
修
の
下
、

も
っ
と
お
い
し
く
な
る
作
り
方
と
食
べ

方
を
実
験
し
ま
し
た
。

わ
が
家
の
カ
レ
ー
大
実
験

○
各
行
事
に
お
け
る「
お
む
す
び
」の
予

約
を
承
っ
て
い
ま
す
。お
気
軽
に
お
申
し

込
み
下
さ
い
。  

（
☎
６
２

－

８
８
８
８
）

①
大
丈
夫
だ
か
ら
、
│
│
に
乗
っ
た
つ
も
り
で
待
っ

て
て
ね

④
ブ
ー
ブ
ー
と
鳴
き
ま
す

⑥
高
校
の
公
民
の
教
科
の
一
つ

⑦
新
鮮
な
空
気
を
取
り
込
ん
で
汚
れ
た
空
気
を
追
い

出
す
こ
と

⑧
お
好
み
焼
き
に
た
く
さ
ん
入
れ
る
葉
野
菜

⑩
彼
と
は
同
じ
釜
の
│
│
を
食
っ
た
仲
だ

⑫
肩
と
手
首
の
間

⑭
酸
と
混
ぜ
る
と
中
和
反
応
が
起
き
ま
す

⑰
米
国
の
50
番
目
の
州
。
南
の
島
で
す

⑱
焼
き
肉
店
の
メ
ニ
ュ
ー
で
肝
臓
の
こ
と

⑳
由
緒
あ
る
神
宮
や
夫
婦
岩
で
知
ら
れ
る
三
重
県
の
市

⑳
一
番
良
い
物
は
ベ
ス
ト
、
一
番
悪
い
物
は

表
紙
の

　 

紹
介

ヨ
ッ
テ
カ
ー
レ
城
端

７
月
の
お
む
す
び

左
記
の
要
領
で
官
製
は
が
き
に
必
要
事
項

を
明
記
し
ご
応
募
下
さ
い
。

②
の
ご
意
見
は
ど
ん
な
小
さ
な
こ
と
で
も

構
い
ま
せ
ん
の
で
お
書
き
下
さ
い
。

2
0
1
9
年
7
月
1
日（
月
） 

必
着

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

E

ア

マ

ガ

エ

ル

鰻
ちょっとリッチなおむすびを

夏バテ前にどうぞ召し上がれ!!ちょっとリッチなおむすびを

夏バテ前にどうぞ召し上がれ!!
「うなぎ蒲焼むすび」「うなぎ蒲焼むすび」「うなぎ蒲焼むすび」

「うなぎ蒲焼むすび」「うなぎ蒲焼むすび」「うなぎ蒲焼むすび」

暑い夏を迎える前に　　　　
リッチなおむすびで
夏バテ対策しませんか？
焼いたうなぎの　　　　　

は、抜群です♪　　　　
美味しいうなぎを厳選しました。
　　　　　　　　　　 をどうぞ

暑い夏を迎える前に　　　　
リッチなおむすびで
夏バテ対策しませんか？
焼いたうなぎの　　　　　

は、抜群です♪　　　　
美味しいうなぎを厳選しました。
　　　　　　　　　　 をどうぞ

香ばしさ、脂の旨み
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クリーニングの白光舎クリーニングの白光舎
　有効期限：2019年6月25日（火）～7月24日（水）
（Ｙシャツ・特殊品・セール品は除きます）

☎ 62－0019

※必ず本券をお持ちください
25%off25%off25%off25%off

セフレセフレ クリーニング割引券クリーニング割引券
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アドレス https://www.ja-nanto.or.jp

編集後記

ホームページをご覧ください

JAなんと 検 索

　青壮年部のサツマイモ苗植え体験に参加された親子
が「苗を植えないとサツマイモが収穫できないから、大
事な作業なんだよ」と話しておられたのが印象に残って
います。　　　　　　　　　　　　　　　　　  （山崎）

２次元コード
検索はこちら→

・本　　　店 ………… ６２－２１２３
・西 部 支 店 ………… ６２－１１１１
・城信事務所 ………… ６２－１１１４
・東 部 支 店 ………… ６２－１３１３
・井口事務所 ………… ６４－２０１１
・五箇山支店 ………… ６６－２２４１
・上平事務所 ………… ６７－３３１１
・共済センター ……… ６２－４１２８
・生産センター ……… ６２－０２６１
・西部カントリーエレベーター …６２－２２５０
・広域カントリーエレベーター …６２－４１１５

・農　機　課 …………６４－２０１３
・上平野菜山菜加工場…６７－３４４３
・生　活　課 …………６２－２５００
・福祉センター ………６２－８５８８
・旅行センター ………６２－３０１３
・車輌課（オートパルなんと）…６２－３５７１
・カートピアかねと………６２－２１２５
・カートピアいのくち………６４－２０５１
・カートピアたいら………６６－２２４３
・ヨッテカーレ城端………６２－８８８８
・Ａコープなんとセフレ……６２－８８１１

�緊急連絡先�

・自動車共済事故受付（２４時間・３６５日）
０１２０－２５８９３１

・キャッシュカード 夜間・休日事故受付
（紛失・盗難）０１２０－７９４５５１
・ＪＡカード（クレジットカード）
               事故受付・24時間対応
（紛失・盗難）０１２０－１５９６７４
・プロパンガス（24時間対応）

  各カートピアSSへ

皆様とともに 連絡先
当
Ｊ
Ａ
の
広
報
誌
は
県
内
外
の
他
の
Ｊ
Ａ
、行
政
機
関
と
の
間
で
交
換
を
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
公
開
し
て
い
ま
す
。
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